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;基

縄

文

土

器

の

類

似

度

ゑ

.

.
 ・1h

、

|
|
土
器
の
属
性
分
析
に
基
づ
く
遺
跡
聞
の
関
係
復
元
へ
の
新
た
な
試
み

l
l

lま

じ

iζ 

め

本
稿
は
、
純
文
時
代
に
お
け
る
居
住
形
態
の
復
元
を
試
み
た
も
の

で
あ
る
。

怨
者
は
、
先
に
「
縄
文
土
擦
に
お
け
る
文
様
・
形
態
の
類
似
と
相

異
」
(
羽
生
一
九
八
四
)
に
お
い
て
、
土
器
の
文
様
・
形
態
に
み
ら
れ

る
遺
跡
聞
の
類
似
度
が
、
そ
れ
ら
の
遺
跡
の
形
成
に
か
か
わ
っ
た
集

団
相
互
間
の
関
係
を
検
討
す
る
際
に
有
効
で
あ
る
と
す
る
考
え
を
示

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
、
目
的
に
か
な
っ
た
類
似
度
の
比
較
を

行
な
う
た
め
に
予
め
考
慮
す
べ
き
分
析
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
論

じ
、
具
体
的
な
資
料
を
用
い
た
分
析
事
例
に
つ
い
で
は
別
稿
で
と
り

あ
げ
る
予
定
で
あ
る
ζ

と
を
述
べ
て
お
い
た
。
そ
ζ

で
、
本
稿
で

は、

ζ

の
問
題
に
関
す
る
具
体
的
な
分
析
を
行
な
い
、
得
ら
れ
た
結

果
に
基
づ
い
て
遺
跡
聞
の
関
係
の
検
討
を
試
み
る
ζ

と
に
よ
っ
て
、

先
の
鋒
者
の
見
通
し
を
具
体
化
し
よ
う
と
考
え
る
。

縄
文
土
器
の
類
似
度

守，
白

、

羽

生

淳.

子

分
析
対
象
と
し
て
は
、
縄
文
時
代
前
期
後
半
の
諸
磁
b
式
土
器
を

用
い
る
。

ζ

の
時
期
を
選
定
し
た
理
由
は
、
付
諸
磯
b
式
土
器
に

関
し
て
は
、
編
年
研
究
が
進
ん
で
お
り
、
時
間
的
変
化
の
取
扱
い
が

比
較
的
容
易
で
あ
る
、
同
特
徴
的
な
周
性
が
口
綾
部
付
近
に
集
中

し
て
い
る
た
め
、
ロ
縁
部
個
体
数
に
基
づ
い
た
類
似
度
の
算
定
を
行

な
う
ζ

と
が
容
易
で
あ
る
、
等
、
分
析
に
有
利
な
条
件
を
備
え
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

実
際
の
分
析
に
先
立
ち
、
ー
に
お
い
て
は
、
諸
磯
b
式
土
器
に
関

す
る
従
来
の
編
年
研
究
の
成
果
を
極
観
し
、
問
題
点
の
指
摘
を
行
な

う。

ζ

れ
に
基
づ
き
、

E
で
は
、
具
体
的
な
資
料
を
用
い
て
土
器
の

類
似
度
に
関
す
る
統
計
的
な
分
析
を
行
な
い
、

E
で
は
、
得
ら
れ
た

分
析
結
果
に
対
す
る
考
察
を
試
み
る
。
以
上
の
検
討
を
通
じ
て
、
得

ら
れ
た
知
見
が
、
縄
文
時
代
の
居
住
形
態
を
考
え
る
際
に
ど
の
よ
う

な
意
味
を
持
つ
の
か
に
つ
い
て
考
え
た
い
ι

ハ
一
一
五
〉



共
通
点
の
第
一
は
、
多
く
の
研
究
者
が
、
深
鉢
形
土
器
を
主
た
る

分
析
対
象
と
し
、
乙
れ
を
、
施
文
技
法
を
中
心
と
し
て
、
平
行
出
線

文
系
、
爪
形
文
系
、
浮
線
文
系
の
三
つ
に
分
け
る
視
点
を
示
し
て
い

編
年
研
究
の
立
場
か
ら
み
た
諸
磯
b
式

土

器

る

ζ

と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
乙
乙
で
い
う
，
系
'
は
、
時
間
的
変
佑

諸
磯
式
土
器
の
研
究
史
は
長
く
、
乙
れ
を
組
介
し
た
最
初
の
論
文

・
を
た
ど
り
得
る
た
て
の
流
れ
を
持
っ
た
ひ
と
ま
と
ま
り
、
と
い
う
窓

は
一
八
九
四
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
(
佐
藤
・
若
林
一
八
九
四
)
。
し
か
.
味
で
あ
り
、
各
，
系
'
が
地
域
的
な
ま
と
ま
り
を
示
す
と
い
う
意
味

し
、
そ
の
研
究
史
は
、
す
で
に
何
人
か
の
研
究
者
に
よ
っ
て
組
介
さ
で
は
な
い
。
各
，
系
'
は
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
時
間
的
位
置
づ
け
を

れ
て
い
る
の
で
(
鈴
木
敏
昭
一
九
八

O
a
・
b
、
今
村
一
九
八
二
)
、
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
盛
衰
は
細
分
型
式
の
設
定
に
際
し
て
の
ひ

と
乙
で
は
、
近
年
の
細
分
研
究
の
成
果
を
整
理
し
、
諸
磯
b
式
土
器
と
つ
の
指
標
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
爪
形
文
系
土
器
お
よ
び

の
特
徴
と
、
そ
の
時
間
的
変
化
に
関
す
る
築
者
の
考
え
を
明
ら
か
に
乙
れ
に
伴
な
う
平
行
抗
線
文
系
土
器
を
諸
磁
b
式
土
器
の
中
で
も
相

す

る

。

対

的

に

古

い

時

期

に

位

置

づ

け

、

浮

線

文

系

土

器

お

よ

び

乙

れ

と

文

型
式
と
し
て
の
諸
磯
式
は
、
山
内
清
男
に
よ
っ
て
、
古
い
方
か
ら
様
構
成
の
点
で
類
似
す
る
平
行
出
線
文
系
土
器
を
相
対
的
に
新
し
い

諸
磁

a
式
・
諸
磯
b
式
・
諸
磯

c
式
の
三
型
式
に
分
け
ら
れ
て
い
る
時
期
に
位
置
づ
け
る
と
い
う
点
で
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
細
分
案

(
山
内
一
九
三
九
)
。
近
年
、
縄
文
土
器
研
究
に
お
け
る
土
器
型
式
細
が
一
致
し
た
見
解
を
示
し
て
い
る
。

分
化
の
傾
向
に
伴
な
い
、
何
人
か
の
研
究
者
が
、
諸
磯
b
式
の
内
部
第
二
の
共
通
点
は
、
細
分
型
式
の
設
定
に
際
し
て
は
、
各
，
系
'

に
お
い
て
、
さ
ら
に
細
か
な
時
間
的
変
化
を
た
ど
り
得
る
、
と
す
る
の
内
部
に
お
け
る
型
式
学
的
変
遷
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
各
遺
跡

考
え
を
示
し
た
(
今
村
一
九
七
七
b
・
一
九
七
九
・
一
九
八

0
・
一
な
い
し
各
遺
構
に
お
け
る
共
伴
関
係
に
基
づ
い
て
三
つ
の
，
系
'
の

九
八
一
・
一
九
八
三
、
鈴
木
徳
雄
一
九
七
九
、
中
島
一
九
八

O
、
鈴
時
間
的
併
行
関
係
を
決
定
す
る
、
と
い
う
手
順
が
と
ら
れ
て
い
る
点

木
敏
昭
一
九
八

O
a
・
b
、
川
崎
他
一
九
八

O
、
白
石
一
九
八
三
、
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
型
式
学
的
方
法
と
、
共
伴
関
係
に
基
づ

等)。

ζ

れ
ら
の
諸
論
考
に
お
け
る
各
研
究
者
の
意
見
は
、
細
部
で
い
た
型
式
の
設
定
と
は
、
厳
密
に
い
え
ば
二
つ
の
異
な
っ
た
方
法
で

は
異
な
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
い
く
つ
か
の
共
通
点
が
認
め
ら
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
を
用
い
た
検
討
の
結
果
が
常
に
一
致
す
る

れ

る

。

と

は

限

ら

な

い

。

し

た

が

っ

て

、

ど

ち

ら

の

基

準

を

重

視

す

る

か

に

史

学

第
五
十
五
巻

第
二
・
三
号

I 

諸
磯

b
式
土
器
の

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
問
題
提
起

1 
よ
っ
て
、
細
分
型
式
の
具
体
的
な
内
容
が
異
な
る
、
と
い
っ
た
事
態

が
起
乙
り
得
る
わ
け
で
あ
る
。

第
三
の
共
通
点
は
、
研
究
者
の
主
た
る
関
心
が
、
竹
管
文
や
浮
純

文
等
に
よ
っ
て
器
面
に
丁
寧
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
深
鉢
形
土
器

に
集
中
し
て
い
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

ζ

れ
は
、
と
の
よ
う
な
土

器
が
型
式
学
的
変
遷
を
追
う
の
に
最
も
適
し
て
い
る
と
い
う
理
由
に

よ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
諸
磁
b
式
期
の
深
鉢
形
土
器
の
中
に
は
、

乙
の
他
に
、
上
記
の
よ
う
な
特
徴
的
な
文
様
を
有
さ
な
い
、
縄
文
の

み
の
深
鉢
お
よ
び
無
文
の
深
鉢
も
含
ま
れ
て
い
る
。
乙
れ
ら
の
土
器

は
、
編
年
研
究
の
直
接
の
指
標
と
し
て
用
い
る
乙
と
が
困
難
で
あ
る

た
め
、
従
来
の
編
年
研
究
に
お
い
て
は
言
及
さ
れ
る
と
と
が
少
な
か

っ
た
が
、
遺
跡
に
よ
っ
て
は
、
全
体
の
組
成
の
中
で
か
な
り
の
割
合

を
占
め
る
よ
う
で
あ
る
。

第
四
の
共
通
点
は
、
編
年
研
究
の
主
眼
が
時
間
的
変
化
の
把
握
に

向
け
ら
れ
て
お
り
、
時
間
差
以
外
の
土
器
の
相
異
に
関
す
る
言
及
が

非
常
に
少
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
近
年
の
型
式
細
分
研
究
以
前

に
は
、
長
野
県
内
の
諸
磁
式
土
器
に
対
し
て
は
、
関
東
と
比
較
し
た

場
合
の
地
域
差
を
前
提
と
し
た
上
で
、
南
大
原
式
(
諸
磯

a
式
比

定
)
、
上
原
式
(
諸
磯
b
式
比
定
)
、
下
島
式
(
諸
磯
c
式
比
定
〉
と

い
う
型
式
名
が
用
い
ら
れ
て
き
た
。
と
の
名
称
の
差
異
は
、
長
野
県

内
に
お
け
る
編
年
研
究
が
独
自
に
進
め
ら
れ
て
き
た
ζ

と
に
起
因
す

る
(
藤
森
一
九
五

O
、
神
田
一
九
五
て
大
場
他
一
九
五
六
、
大
場

縄
文
土
器
の
類
似
度

R -

ハ一一・六〉

-
麻
生
・
樋
口
他
一
九
五
七
、
麻
生
一
九
五
八
三
乙
れ
ら
の
土
器
と

関
東
の
諸
磯
式
土
器
と
の
具
体
的
な
差
異
に
つ
い
て
は
、
上
原
遺
跡

の
諸
磁
b
式
土
器
に
は
羽
状
縄
文
の
み
を
有
す
る
土
器
が
多
量
に
共

伴
す
る
、
と
い
う
樋
口
の
指
摘
が
あ
る
(
大
場
・
麻
生
・
樋
口
他
一

九
五
七
)
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
細
分
研
究
に
お
け
る
地
減
差

の
研
究
は
き
わ
め
て
断
片
的
な
も
の
で
あ
り
、
編
年
網
の
作
成
に
あ

た
っ
て
は
、
土
器
に
み
ら
れ
る
差
異
の
ほ
と
ん
ど
が
時
間
差
と
し
て

理
解
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

以
上
、
諸
磯
b
式
土
器
に
閲
す
る
編
年
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
概

観
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
編
年
的
立
場
は
、
土
器
の
時
間
的
変
化

が
過
度
に
強
調
さ
れ
る
恐
れ
は
あ
る
も
の
の
、
諸
磯
b
式
土
器
の
概

要
を
把
握
す
る
た
め
に
は
便
利
な
視
点
で
あ
る
。
そ
と
で
、
と
の
よ

う
な
視
点
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
鋒
者
が
考
え
る
諸
磯
b
式
土
器
の

特
徴
を
、
器
種
と
文
様
毎
に
ま
と
め
て
み
る
。

ω
深
鉢
形
土
器
(
第
1
図〉

A

爪
形
文
系
土
器
群
(
第
1
図
1
1
・
2
〉

半
品
誠
一
札
宇
佐
用
い
て
平
行
出
線
を
描
き
、
そ
の
中
に
同
一
施
文
具

に
よ
っ
て
連
続
的
な
爪
形
の
刺
突
を
加
え
た
、
い
わ
ゆ
る
連
続
爪
形

文
技
法
に
よ
っ
て
主
文
様
が
施
さ
れ
て
い
る
深
鉢
形
土
器
を
木
群
と

す
る
。
平
行
抗
線
が
省
略
さ
れ
て
、
爪
形
文
の
み
が
施
さ
れ
る
場
合

も
あ
る
。

ハ
二
七
〉

-， 
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器
形
は
、
朝
顔
形
に
聞
く
も
の
が
大
部
分
を
占
め
る
が
、
ど
く
ゆ

る
い
キ
ャ
リ
パ

l
形
を
呈
す
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。
前
者
に
は
、
平

縁
な
い
し
二
単
位
波
状
線
(
波
頂
部
が
ゆ
る
い
カ
l
プ
を
示
す
|
|

第
1
図
l
1
)
が
多
く
、
後
者
に
は
四
単
位
の
山
形
波
状
縁
が
多

い
。
胴
部
は
、
い
っ
た
ん
ゆ
る
く
く
び
れ
て
か
ら
聞
く
器
形
と
、
直

線
的
に
立
ち
あ
が
り
、
そ
の
ま
ま
上
部
へ
外
反
す
る
も
の
と
が
あ

る。
主
文
様
は
、
口
緑
部
か
ら
胴
上
半
部
に
か
け
て
施
さ
れ
、
そ
の
上

限
と
下
限
は
検
定
す
る
連
続
爪
形
文
に
よ
っ
て
区
画
さ
れ
る
の
が
通

例
で
あ
る
。
区
.
同
惜
の
内
部
に
は
、
全
面
に
わ
た
っ
て
曲
線
的
な
文

様
が
施
さ
れ
る
場
合
と
、
内
部
を
い
っ
た
ん
三
角
形
な
い
し
菱
形
に

区
画
し
、
そ
の
中
に
種
々
の
モ
テ
ィ

l
フ
を
充
填
す
る
場
合
と
が
あ

ス
w

。本
群
は
、
従
来
の
細
分
案
で
は
、
諸
磯
b
式
の
中
で
も
古
い
時
期

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

B

浮
線
文
系
土
器
群
(
第
1
図
1
3

・4
〉

1

器
面
に
細
い
粘
土
紐
を
貼
付
す
る
、
い
わ
ゆ
る
浮
線
文
技
法
を
用

い
て
主
文
様
を
施
し
た
深
鉢
形
土
器
を
本
群
と
す
る
。
浮
線
上
に

は
川
へ
ラ
状
工
具
に
よ
る
刻
み
目
が
施
さ
れ
る
と
と
が
多
い
が
、
縄

文
が
施
さ
れ
た
り
、
無
文
の
ま
ま
残
さ
れ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
プ

ま
れ
に
は
結
節
状
浮
線
も
存
在
す
る
。
刻
み
目
を
有
す
る
も
の
以
外

純
文
土
器
の
類
似
皮

‘ 

02Oc澗

土器

5多摩ニューNo.457.耳伎，

第1図諸磯 b 式

.}. 2鷺沼1住， 3北前1住， 4北塚屋70号土綴，

. 6細田9住， 7.9東光寺裏7住， 8阿久72住

の
浮
線
は
、
浮
線
文
系
土
器
の
中
で
も
相
対
的
に
古
い
時
期
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
し
い
時
期
に
位
置
づ
げ
ら
れ
て
い
る

資
料
の
中
に
は
、
粘
土
紐
を
貼
付
せ
ず
に
刻
み
目
だ
け
を
施
し
た
も

の
も
あ
る
。

器
形
は
、
四
単
位
の
波
状
縁
を
有
し
キ
ャ
リ
パ

l
形
を
呈
す
る
も

の
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
。
特
に
、
新
し
い
時
期
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
資
料
で
は
、
キ
ャ
リ
パ

l
形
の
轡
曲
度
が
強
ま
る
傾
向
が
み
ら

れ
る
(
第
1
図
1
4
1

主
文
様
は
口
縁
部
付
近
に
集
中
す
る
が
、
胴
下
半
部
ま
で
数
条
一

組
の
横
位
浮
線
が
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
文
機
帯
の
下
限
は
不
明
確

で
あ
る
。
口
縁
部
付
近
に
施
さ
れ
る
文
様
の
モ
テ
ィ

l
フ
は
、
出
現

期
に
は
蕨
手
状
や
弧
状
の
も
の
も
み
ら
れ
る
が
(
第
1
図
|
3
)
、
最

盛
期
で
は
渦
巻
文
な
い
し
そ
れ
に
近
い
曲
線
図
形
を
充
填
す
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
(
第
1
図
1
4
Y
さ
ら
に
新
し
い
時
期
に
な
る
と
、

こ
う
し
た
特
徴
的
な
モ
テ
ィ

l
フ
は
消
失
し
、
横
位
浮
線
だ
け
が
施

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

・
1

本
群
の
土
器
は
、
従
来
の
細
分
案
で
は
、

A
群
よ
り
も
相
対
的
叱

新
し
い
時
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

C

平
行
出
線
文
系
土
器
群
(
第
1
図
1
5
1
8
)

半
識
竹
管
を
用
い
た
平
行
詰
線
文
技
法
に
よ
っ
て
主
文
様
が
施
さ

れ
て
い
る
深
鉢
形
土
器
を
本
群
と
す
る
。五

2
一
九
)

. . 
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諸
磯
b
式
の
平
行
此
線
文
系
土
器
は
、
平
行
出
線
の
幅
が
広
い
も
幅
の
狭
い
平
行
詑
線
文
を
主
文
様
と
す
る
土
器
群
(
第
1
図

の
と
狭
い
も
の
と
に
大
別
で
き
る
。
前
者
は
器
形
や
文
様
構
成
等

K

l

7

・
8
〉

。

お
い
て
諸
磁

a
式
の
延
長
線
上
と
し
て
理
解
し
得
る
の
に
対
し
、
後

・
平
行
詰
線
文
系
土
器
の
う
ち
、
器
形
や
文
様
構
成
等
に
お
い
て
浮

者
で
は
浮
線
文
系
土
器
と
の
類
似
が
顕
著
で
あ
る
。
以
下
に
、
各
々

'

線
文
系
土
器
と
の
類
似
が
顕
著
で
あ
る
土
器
を
本
群
と
す
る
。
具
体

に
つ
い
て
そ
の
特
徴
を
記
す
。

¥
的
な
特
徴
を
以
下
に
列
記
す
る
。

①
幅
の
広
い
平
行
出
線
を
主
文
様
と
す
る
土
器
群
(
第
1
図

l

H

平
行
詑
線
の
幅
が
狭
く
(
お
お
む
ね
五
拡
未
満
〉
、
数
条
が
一
単

5
-
6
〉

位

と

し

て

施

文

さ

れ

る

場

合

も

多

い

。

平
行
抗
線
文
系
土
器
の
う
ち
、
諸
磯

a
式
の
伝
統
の
延
長
線
上
に
同
胴
上
半
部
文
様
帯
の
下
限
は
不
明
確
に
な
り
、
検
定
す
る
平
行

位
置
づ
け
ら
れ
る
土
器
を
本
群
と
す
る
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
詑
線
が
闘
下
半
部
に
ま
で
施
文
さ
れ
る
。

特

徴

を

も

っ

。

伺

器

形

は

、

四

単

位

の

波

状

線

で

キ

ャ

リ

バ

l
形
を
呈
す
る
も
の

村
平
行
出
線
の
幅
が
広
い
(
お
お
む
ね
五
拡
以
上
)
。
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
。
新
し
い
時
期
の
土
器
で
は
キ
+
リ

同
嗣
上
半
部
文
様
帯
は
、
胴
下
半
部
の
縄
文
な
い
し
無
文
帯
か
ら
パ

l
形
の
轡
曲
が
強
ま
る
点
も
浮
線
文
系
土
器
の
場
合
と
同
様

明
確
に
区
分
さ
れ
る
。

ー

で
あ
る
。

同
器
形
は
、
平
縁
で
朝
顔
形
な
い
し
直
線
的
に
聞
く
も
の
が
大
多
伺
モ
テ
ィ

l
フ
も
、
浮
線
文
系
土
器
と
の
類
似
が
顕
著
で
あ
る
。

数
を
占
め
る
が
、
波
状
縁
や
ど
く
ゆ
る
い
キ
ャ
リ
パ

l
形
を
呈

す
る
も
の
も
存
在
す
る
。

同
モ
テ
ィ

1
フ
は
、
胴
上
半
部
文
様
帯
の
内
部
に
三
角
形
や
菱
形

の
二
次
区
画
を
描
く
も
の
、
斜
行
線
や
木
葉
状
の
図
形
を
乱
雑

に
描
く
も
の
、
波
状
文
を
数
段
に
わ
た
っ
て
施
す
も
の
等
、
多

彩
で
あ
る
。

本
群
の
土
器
は
、
従
来
の
細
分
案
で
は
、
お
お
む
ね
A
群
と
時
間

的
併
行
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

り
、
い
っ
た
ん
ゆ
る
く
く
び
れ
て
か
ら
や
や
外
反
す
る
も
の
、
四

m

位
の
波
状
線
で
キ
ャ
リ
パ

l
形
を
呈
す
る
も
の
、
等
が
み
ら
れ
る
。

ζ

の
う
ち
、
朝
顔
形
に
聞
く
器
形
の
も
の
は
諸
磯
b
式
の
中
で
も
古

い
時
期
に
、
ま
た
、
キ
ャ
リ
パ

l
形
の
土
器
は
そ
れ
よ
り
も
相
対
的

に
新
し
い
時
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
時
間

的
変
化
の
詳
細
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

川

w

浅
鉢
形
土
器

諸
磯
b
式
に
分
類
さ
れ
る
土
器
と
し
て
は
、
前
述
の
よ
う
な
深
鉢

形
土
器
の
他
に
、
少
量
の
浅
鉢
形
土
器
が
あ
る
。
器
形
は
、
底
部
か

ら
口
線
・
部
に
む
か
つ
て
聞
く
も
の
、
中
程
で
屈
曲
し
算
盤
玉
状
を
呈

す
る
も
の
、
中
程
で
い
っ
た
ん
く
び
れ
て
か
ら
口
縁
部
直
下
で
内
轡

す
る
も
の
、
等
が
あ
り
、
後
二
者
は
、
口
縁
部
直
下
に
穿
孔
を
有
す

診
も
の
が
多
い
。
文
様
は
、
半
載
竹
管
な
い
し
へ
ラ
状
工
具
を
用
い

て
木
葉
状
入
組
文
や
三
角
形
・
楕
円
形
の
図
形
を
描
く
も
の
、
純
文

の
み
を
有
す
る
も
の
、
無
文
の
も
の
等
が
あ
る
。
赤
色
塗
彩
の
認
め

ら
れ
る
も
の
も
多
い
。

浅
鉢
形
土
器
に
つ
い
て
は
、
時
間
的
変
遷
、
分
布
、
出
土
状
態
を

も
と
に
そ
の
性
格
を
論
じ
た
金
井
正
三
の
研
究
が
あ
る
(
金
井
一
九

七
九
)
。
金
井
は
、
諸
磯

a
式
後
半
期
か
ら
諸
磯
b
式
期
の
浅
鉢
形
土

器
に
つ
い
て
、
土
城
か
ら
の
完
形
品
の
出
土
例
が
多
い
ζ

と
に
注
目

し
、
「
埋
葬
に
関
連
す
る
納
骨
器
、
あ
る
い
は
副
葬
品
と
も
考
え
ら
れ

純
文
土
器
の
類
似
度

@ 
D

縄
文
の
み
、
お
よ
び
無
文
の
土
器
群
(
第
1
図
|

9
〉

器
面
の
全
体
、
あ
る
い
は
一
部
に
、
縄
文
の
み
が
施
さ
れ
て
い
る

土
器
、
お
よ
び
、
器
商
に
文
様
が
施
さ
れ
て
い
な
い
土
器
を
本
群
と

す
る
。
縄
文
の
種
類
と
し
て
は
、
単
節
R
L
と
無
節
L
が
最
も
多
く

見
受
け
ら
れ
る
が
、
羽
状
縄
文
を
有
す
る
も
の
等
も
多
い
。

。

器
形
は
、
平
繰
で
朝
顔
形
に
外
反
す
る
も
の
、
平
縁
で
、
底
部
か

ら
口
縁
部
に
む
か
つ
て
直
線
的
に
聞
く
も
の
、
平
縁
で
胴
部
が
張

る
し
出
土
状
態
や
特
異
な
器
形
・
文
様
か
ら
埋
葬
に
伴
う
マ
ジ
カ
ル

な
供
え
物
の
要
素
も
あ
る
(
四
七
頁
ど
と
す
る
考
え
を
示
し
た
。

金
井
が
主
強
す
る
よ
う
に
、
乙
の
時
期
の
浅
鉢
形
土
器
が
深
鉢
形

土
器
と
は
異
な
る
機
能
を
有
し
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ

る
が
、
土
城
か
ら
の
出
土
例
は
現
在
の
と
と
ろ
少
数
の
遺
跡
に
集
中

し
て
お
り
、
そ
の
性
格
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

ま
た
、
資
料
数
が
少
な
い
た
め
、
編
年
的
な
位
置
づ
け
に
関
し
て
も

不
明
な
点
が
多
い
。

問
題
点
の
指
摘
と
分
析
の
方
法

以
上
、
既
存
の
編
年
研
究
の
成
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
諸
磁
b

式
土
器
の
特
徴
に
つ
い
て
概
観
し
て
き
た
。
諸
磯
b
式
に
属
す
る
土

器
の
す
べ
て
が
、
前
述
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
得
る
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、
乙
乙
に
示
し
た
分
類
は
、
鋒
者
が
考
え
て
い
る
各
，
系
'
の

定
義
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
諸
研
究
者
の
考
え
と
完
全
に
一
致

す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
基
本
的
な
視
点
に
大
き
な
差
異
が

生
じ
る
乙
と
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

前
述
の
名
分
類
の
記
述
を
み
る
限
り
で
は
、

A
I
C群
の
各
，
系
卜

は
、
各
々
固
有
の
時
間
的
位
置
を
占
め
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し

か
し
、
実
際
に
は
、
一
遺
跡
に
お
け
る
各
，
系
札
の
割
合
に
は
、
時

間
的
要
因
だ
け
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。

A
群

の
衰
退
に
と
も
な
っ
て
B
群
が
増
加
す
る
、
と
い
う
大
ま
か
な
流
れ

2 
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は
動
か
し
難
い
が
、
乙
の
転
換
期
に
お
け
る
C
群
の
比
率
は
、
遺
跡

に
よ
っ
て
異
な
る
よ
う
で
あ
る
。

第
二
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
組
成
の
中
で
D
群
が
占
め
る
割
合
の

差
異
で
あ
る
。

D
群
の
土
器
に
関
し
て
は
、
従
来
の
編
年
研
究
で
は

注
目
さ
れ
る
と
と
が
少
な
く
、
そ
の
在
り
方
に
は
不
明
な
点
が
多
・

ぃ
。
し
か
し
な
が
ら
、

ζ

の
う
ち
、
羽
状
縄
文
の
み
を
有
す
る
土
器

に
つ
い
て
は
、
中
部
山
岳
地
帯
に
お
い
て
そ
の
存
在
が
顕
著
で
あ
る

と
す
る
樋
口
の
指
摘
(
大
場
・
麻
生
・
樋
口
他
一
九
五
七
〉
が
あ
り
、

時
間
以
外
に
起
因
し
た
相
異
の
存
在
が
予
測
さ
れ
る
。

さ
ら
に
つ
け
加
え
る
な
ら
ば
、
時
間
以
外
に
起
因
す
る
相
異
は
、

上
記
の
A
I
D
群
の
組
成
比
率
だ
け
に
あ
ら
わ
れ
る
と
は
限
ら
な

い
、
と
い
う
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
前
述
の
A
I
D
群
の
分
類
は
、
編

年
網
作
成
の
際
の
便
宜
上
、
施
文
技
法
を
基
準
と
し
て
諸
磯
b
式
土

器
の
分
類
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
諸
磁
b
式
の

分
類
を
行
な
う
際
に
用
い
得
る
基
準
と
し
て
は
、
施
文
技
法
の
他
に

も
、
文
様
構
成
、
文
様
図
形
、
用
い
ら
れ
る
施
文
具
、
器
形
、
口
縁

部
形
態
、
口
層
部
形
態
、
器
面
調
盤
、
縄
文
原
体
な
ど
、
様
々
な
属

性
を
考
え
る
乙
と
が
で
き
る
。
乙
れ
ら
の
諸
属
性
に
み
ら
れ
る
差
異

は
、
編
年
研
究
に
お
い
て
は
時
間
的
な
変
化
を
示
す
も
の
と
し
て
理

解
さ
れ
て
い
る
が
、
個
々
の
諸
属
性
に
注
目
し
て
そ
の
在
り
方
を
検

討
し
た
場
合
、
時
間
的
変
化
だ
け
で
は
説
明
し
き
れ
な
い
差
異
が
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

い
て
は
乙
れ
を
除
去
し
、
時
聞
に
よ
る
影
響
を
除
去
し
た
形
で
類
似

皮
の
比
較
を
行
な
う
。

諸
磯

b
式
土
器
に
お
け
る
属
性
の
類
似
伎
に

関
す
る
分
析

-
分
析
資
料
の
選
定

分
析
資
料
と
し
て
は
、
廃
棄
・
埋
没
時
の
同
時
性
を
推
定
し
得
る

土
器
の
セ
ッ
ト
と
し
て
、
一
住
居
祉
の
覆
土
内
か
ら
出
土
し
た
一
括

質
料
を
選

ι問
。
資
料
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
時
間
差
の
除
去
を

容
易
に
す
る
た
め
、
型
式
学
的
研
究
が
進
ん
で
い
る
諸
磯
b

(古〉

式
、
お
よ
び
諸
磯
b

(
古
〉
式
か
ら
諸
磯
b

(
中
)
式
へ
の
移
行
期

に
属
す
る
資
料
を
中
心
と
し
た
。
乙
れ
に
、
そ
の
前
後
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
若
干
の
資
料
を
加
え
て
、
分
析
に
足
る
サ
ン
プ
ル
数
を
確
保

し
、
資
料
群
内
に
惣
定
さ
れ
る
時
間
幅
を
最
小
限
に
抑
え
た
。

分
析
資
料
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
付
各
分
類
項
目
に
関
す
る

土
器
の
出
現
頻
度
を
算
定
す
る
に
耐
え
得
る
だ
け
の
口
縁
部
個
体
数

を
有
す
る
、
同
型
式
学
的
に
み
て
明
ら
か
に
他
時
期
の
資
料
と
認

め
ら
れ
る
も
の
が
多
ほ
-
K
混
入
し
て
い
な
い
、
と
い
う
こ
点
を
条
件

と
し
、
現
在
ま
で
に
発
掘
調
査
と
報
告
書
刊
行
が
行
な
わ
れ
て
い
る

該
当
期
の
資
料
で
使
用
可
能
な
も
の
は
、
で
き
る
限
り
分
析
資
料
に

合
め
た
。
た
だ
し
、
今
回
の
分
析
で
は
、
遺
跡
聞
の
関
係
の
検
討
を

行
な
う
と
と
が
主
目
的
で
あ
る
た
め
、
一
遺
跡
か
ら
作
成
す
る
資
料

縄
文
土
器
の
額
似
度
・

.:‘ 

" 、.

. -

"、
ハ一一一一一)

そ
れ
で
は
、
乙
の
よ
う
な
時
間
以
外
の
要
因
に
よ
る
土
器
の
相
異

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
縄
・文
土
器
に
お
け
る
文
犠
・

形
態
の
類
似
と
相
異
」
(
羽
生
一
九
八
四
〉
に
お
い
て
、
筆
者
は
吋
遺

跡
聞
の
土
器
の
類
似
度
は
、
基
本
的
に
は
遺
跡
閣
の
イ
ン
タ
ー
ア
ク

シ
ョ
ン
の
強
弱
を
反
映
す
る
、
と
い
う
仮
定
を
示
し
、
一
定
の
手
順

に
基
づ
い
て
時
間
差
や
機
能
差
を
除
去
し
た
場
合
の
土
器
の
類
似
度

を
決
定
す
る
主
た
る
要
因
と
し
て
、
同
時
に
存
在
し
た
複
数
の
居
住

集
団
聞
の
交
流
と
、
同
一
居
住
集
団
の
移
動
に
よ
る
結
果
、
と
い
う

こ
つ
を
あ
げ
た
。
こ
の
よ
う
な
仮
定
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
遺
跡
聞
の

土
器
の
類
似
度
に
検
討
を
加
え
る
と
と
に
よ
っ
て
、
遺
跡
閣
の
関
係

を
復
元
す
る
と
と
が
可
能
に
な
る
。

そ
と
で
、
本
稿
で
は
、
遺
跡
閣
の
土
器
の
類
似
度
の
検
討
を
通
じ

て
、
諸
磁
b
式
期
に
お
け
る
遺
跡
聞
の
関
係
の
復
元
を
試
み
る
。
類

似
度
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
機
能
的
な
差
異
が
比
較
的
少
な
い
と

考
え
ら
れ
る
同
一
器
種
〈
深
鉢
形
土
器
〉
に
分
析
対
象
を
限
定
日
v

土
器
の
各
属
性
に
お
け
る
類
似
と
相
異
に
注
目
し
て
そ
れ
ら
を
重
ね

あ
わ
せ
て
ゆ
く
と
い
う
方
法
を
と
る
。
具
体
的
に
は
、
諸
磯
b
式
の

諸
特
徴
を
施
文
技
法
、
文
様
構
成
な
ど
の
属
性
に
分
解
し
て
属
性
の

各
々
に
つ
い
て
分
類
項
目
を
設
定
し
、
各
分
類
項
目
の
出
現
額
度
を

用
い
た
統
計
的
分
析
を
行
な
う
。
そ
の
際
、
得
ら
れ
た
変
数
の
す
べ

て
を
用
い
て
機
械
的
に
類
似
度
の
比
較
を
行
な
う
の
で
は
な
く
寸
各

変
数
の
性
格
に
検
討
を
加
え
て
、
時
間
的
変
化
が
顕
著
な
変
数
に
つ

は
二
資
料
(
住
居
祉
二
軒
分
)
ま
で
と
し
た
。
な
お
、
同
で
問
題
と

し
た
他
時
期
資
料
の
混
入
に
関
し
て
は
、
少
量
の
場
合
に
は
、
そ
の

個
休
を
除
外
し
て
集
計
を
行
な
う
、
と
い
う
形
で
処
理
し
、
分
析
資

料
と
し
て
採
用
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
条
件
を
考
慮
に
入
れ
た
上
で
、
本
稿
で
は
、
十
六

の
遺
跡
、
二
十
三
の
遺
構
か
ら
得
ら
れ
た
一
括
出
土
土
器
を
、
最
終

的
に
分
析
資
料
と
し
て
選
定
し
た
。
第
1
表
に
、
そ
の
資
料
名
を
示

す。

ζ

乙
に
示
し
た
質
料
の
る
ち
、
無
印
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
実

際
に
会
出
土
資
料
を
観
察
し
、
デ
l
タ
の
作
成
を
行
な
っ
た
。
ま

た
、
※
印
が
付
さ
れ
て
い
る
資
料
に
つ
い
て
は
、
報
告
撚
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
図
版
か
ら
デ
l
タ
を
作
成
し
た
。

次
に
、
乙
う
し
て
選
定
し
た
資
料
の
各
々
に
関
し
て
、
口
縁
部
破

片
に
基
づ
い
た
桐
体
認
定
を
行
な
っ
た
。
個
体
認
定
に
際
し
て
は
、

全
日
縁
部
破
片
を
対
象
と
し
、
接
合
な
い
し
同
一
個
体
と
認
定
で
き

た
も
の
に
対
し
て
は
全
体
で
一
個
体
、
そ
れ
以
外
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
一
片
を
一
個
体
と
し
た
。
た
だ
し
、
口
縁
か
ら
の
長
さ
が
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
口
縁
部
破
片
に
関
し
て
は
、
個
体
認
定
が
不

可
能
な
資
料
で
あ
る
と
考
え
て
、
乙
れ
を
除
外
し
た
。
そ
し
て
、
認

定
さ
れ
た
各
個
体
の
う
ち
、
深
鉢
以
外
の
器
穏
と
考
え
ら
れ
る
も

の
、
お
よ
び
他
時
期
に
隠
す
る
資
料
を
除
外
し
、
最
終
的
に
残
っ
た

資
料
を
分
析
に
用
い
る
資
料
と
し
た
。
第
1
表
に
、
そ
の
日
縁
部
個

体
数
を
示
す
。

'九

(
一
二
一
ニ
)

. 



史

学

第
五
十
五
巻

第
二
・
三
号

資料個体数

36 

19 
40 

39 

37※ 

32 

49 

22 

18※ 

42※ 

55※ 

15 

47 

58 
43※ 

58※ 

24※ 

26 

13 

29 

37 

17 

13※ 

第1表
資料名

長野県鎌道遺跡3号住居祉

長野県十二ノ后遺跡46号住居主t
同 47号住居枇

長野県阿久遺跡45号住居枇
山梨県御所遺跡4号住居枇

山梨県天神遺跡C地点25号住居枇
東京都平岡I遺跡1号住居枇

東京都多摩ニュータウン No.457遺跡3号住居主t
東京都本町筒遺跡A地点Jー2号住居主t
同 J-4号住居祉

東京都稲荷JlJt遺跡5号住居地
同 11号住居祉

神奈川県篇沼遺跡1号住居主i;

向 7号住居祉
神奈川県納悶遺跡5号住居祉

同 9号住居祉

千葉県飯山満東遺跡4号住居批

千葉県北前遺跡1号住居地

埼玉県上南原遺跡7号住居祉

同 8号住居祉
埼玉県北縁屋遺跡12号住居祉

同 23号住居祉
群馬県稲荷山遺跡15号住居祉

分析資料一覧

。

唱・
a

唱
a
A

唱
a
品

唱

E
A

・
B
・
-
・
・
‘
・
E

a

ν

q

n

n

，4

唱

」

噌

』

唱

』

唱

』

唱

A

噌

i
噌

i
n
'
u
n
t“
内

4

m

l

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

 

資
1/9. 資料N..1.o 0.5 遺跡れ

鰍 j且

2・3

9・10

19・20

11・12

13・14

15・16

17 

18 

7 

5 

6 

8 

4 

十二ノ1日

久

'1~ Iff 

j;1軒457

~，開rlll

納骨:jj.L~t

S: ill 

制11 111 

鉱山湖水

~t i!ij 

グ〆J'.I+ill;!

'" I 1 I ~t服用
フ l
1lI、稲f~illJ

所

神

自P

1<. 

JoJ 

グ
ル
ー
プ

I

グ
ル
ー
プ
日

縄
文
土
器
の
類
似
度

21・22

23 

遺跡!悶距離に基づいた遺跡のグルーピング第2図

. -

。
2
ニ
四
》

第2表 分折l乙用いた変数一覧

XI =区画文がtt線文であ~ものの個体数/有文土器の個体数
X. =区画文が刺突文であるものの個体数/有文土器の個体数

Xs =区画文が浮線文であるものの個体数/有文土器の個体数

x・=縄文のみ，および無文のものの。個体数/総個体数

Xs =z摘位区副文のみを有するものの個体数/総個体数

x・=波状文を有するものの個体数/総個体数

X7 =肋骨文・木葉状文・幾何状文を有するものの伺体数/総側体数

-・=曲線文・搬手文・渦巻文を有するものの個体数/総個体数

x・=平線であるものの個体数/総個体数

X10=四単位波状線であるものの倒体数/総個体数

Xu=口綾部が外反ないし外傾するものの個体数/総個体数

XI2=口縁部が内管ないし内屈するものの倒体数/総個体数

t =猪磁b(中〉式iζ比定されるものの倒体数/総個体数遺跡分布図〈数字は資料ぬ〉
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第3表各分類項目毎の土器の出現頻度

弘安|Xl X2 X， 
x‘ I X・|X， X1D X12 t t 

No. 1 0.391 0.130 0.478 0.361 0.028 O.∞o 0.056 0.528 0.250 O. 722 0.194 I o.鰯 0.528. 

No. 2 0.294 0.118 0.588 0.105 0.053 0.000 0.000 0.632 0.211 0.737 0.211 0.789 O. 737 

No. 3 0.206 0.559 0.235 0.150 0.075 0.0∞ 0.225 0.3∞ 0.500 0.450 0.525 0.475 0.350 
No. 4 0.091 0.909 0.000 0.436 0.333 0.000 0.205 0.000 0.897 0.103 1. 000 0.0∞ 0.0∞ 
No. 5 0.367 0.267 0.367 0.189 0.054 0.000 0.0∞ 0.351 0.459 0.514 0.297 o. 703 0.459 
No. 6 0.789 0.000 0.211 0.406 0.0∞ 0.0∞ 0.063 0.4お 0.063 0.938 0.063 0.938 0.563 
No. 7 . 0.689 0.178 0.133 0.082 0.000 0.020 0.367 0.102 0.510 0.449 0.635 0.367 0.327 
No. 8 O. 706 0.294 O.∞o 0.227 0.045 0.091 0.545 0.0∞ 0.909 0.091 0.955 0.045 0.000 
No. 9 0.556 0.333 0.111 0.0∞ 0.056 0.056 0.667 0.111 O.回3 0.167 O.邸3 0.111 0.111 
No.10 0.730 0.243 0.027 0.119 0.048 0.024 0.595 0.024 0.976 0.000 0.881 0.048 0.048 

No.11 0.500 0.042 0.458 0.127 0.000 O.∞o 0.309 0.491 0.164 O. 727 0.255 0.745 0.655 
No.12 0.462 0.538 0.000 0.133 0.067 0.133 0.467 O.∞o 0.800 0.067 1.∞o 0.000 0.0∞ 
No.13 0.349 0.651 O.∞o 0.085 0.000 0.043 0.681 0.000 0.745 0.021 0.979 0.021 0.000 
No.14 0.392 0.373 0.118 O. 121 0.034 0.0∞ 0.431 0.121 0.638 0.310 0.741 0.259 0.190 
No.15 0.476 0.310 0.214 0.023 0.047 0.023 0.698 0.163 O. 791 0.093 0.744 0.256 0.186 

No.16 0.673 0.127 0.2∞ 0.017' 0.017 0.017 0.552 0.224 0.603 0.241 0.707 0.293 0.224 
No.17 0.565 0.435 0.000 0.042 0.042 0.375 0.417 0.0∞ 0.875 0.125 1. 000 O.∞o 0.0∞ 
No.18 0.192 0.385 0.423 0.0∞ O.∞o O.∞o 0.346 0.462 0.308 0.692 0.462 0.538 0.462 
No.19 0.462 0.538 0.0∞ O.∞o 0.000 0.462 0.385 0.0∞ 0.692 0.000 1.∞o 0.000 O.∞o 
No.20 0.655 0.345 O.∞o O.∞o 0.103 0.241 0.586 0.000 0.793 0.000 1.∞o O.∞o 0.000 
No.21 0.429 0.571 0.000 0.243 0.135 0.324 0.243 0.0∞ 0.811 0.189 1. 000 0.000 O.∞o 
No.22 0.294 0.706 0.000 0.000 0.000 0.294 0.294 O.∞o 0.647 O.∞o 1.∞o O.∞o 0.000 
No.23 0.385 0.615 O.∞o O.∞o 0.154 0.154 0.692 0.000 0.923 0.077 1. 000 0.000 O.∞o 
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x， x. x. X10 Xu  X12 

-0.637-

0.695++ -0.卯6一
-0.707-- 0.924++ -0.936一
0.673+ -0.954-- 0.923++ -0.956--
-0.686-- 0.954++ -0.933-- O.鉛0++ -0.998--
-0.651- 0.973++ -0.928-ー 0.948++ -0.974-ー 0.974++ 

関の川町数変!'4H表
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Xl L~ X. X4 x. X. 

Xl 

X2 一0.612-
x. -0.227 一0.624-
X4 -0.072 一0.053 0.138 
x. -0.4∞ 0.576+ -0.304 0.4∞ 
Xe 0.083 0.411 -0.569- 一0.338 O.∞o 
x， 0.319 0.207 -0.578- -0.599- 一0.035 0.153 
x. -0.162 -0.652- 0.972++ 0.244 -0.318 -0.567-
x. O.回4 0.607+ -0.回2一 -0.265 0.450 0.418 
XIO -0.057 一0.645- 0.849++ 0.402 -0.295 -0.539 
Xu O.∞8 0.721++ -0.898-- -0.362 0.354 0.6閃+
X12 -0.025 -0.707-- 0.898++ 0.367 -0.350 -0.593-
t -0.081 -0.701-- 0.947++ 0.249 -0.347 -0.591-

一ー

縄
文
土
器
の
類
似
度

v . 

(++とーーは1%水tl/iで， +とーは5%水呼1で，それぞれ有意な相関を示すもの〉
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確
に
区
分
さ
れ
、
胴
上
半
部
文
様
帯
内
に
は
波
状
、
鋸
歯
状
の

文
様
が
施
さ
れ
る
も
の

同
肋
骨
文
、
木
葉
状
文
、
幾
何
状
文
を
有
す
る
も
の

胴
上
半
部
文
様
帯
が
胴
下
半
部
の
縄
文
帯
な
い
し
抑
制
文
帯
と
明

確
に
区
分
さ
れ
、
胴
上
半
部
文
様
帯
内
に
は
肋
骨
状
、
木
禁

状
、
幾
何
図
形
状
の
文
様
が
施
さ
れ
る
も
の

的
曲
線
文
、
厳
手
文
、
渦
巻
文
を
有
す
る
も
の

胴
上
半
部
文
様
帯
の
下
限
が
不
明
確
に
な
り
、
平
行
洗
練
な
い

し
浮
線
が
数
段
に
わ
た
っ
て
横
走
し
底
部
付
近
に
ま
で
至
り
、

横
位
区
画
内
に
は
曲
線
状
、
際
手
状
、
渦
巻
状
の
文
様
が
施
さ

れ
る
も
の

属
性
3

口
縁
部
形
態

ω平
縁
で
あ
る
も
の

ω四
単
位
波
状
縁
で
あ
る
も
の

例
二
単
位
波
状
縁
で
あ
る
も
の

属
性

4

m奇
形

州
開
口
縁
部
が
外
反
な
い
し
外
傾
す
る
も
の

削
口
綾
部
が
内
総
『
な
い
し
内
屈
す
る
も
の

次
に
、
上
記
の
分
類
に
基
づ
い
て
、
各
資
料
毎
に
、
各
個
体
に
関

す
る
属
性
の
観
察
表
を
作
成
し
た
。
そ
し
て
、
結
果
を
各
資
料
毎
に

集
計
し
、
各
分
類
項
目
に
属
す
る
土
器
の
出
現
頼
度
を
求
め
た
。
出

現
鎖
度
を
求
め
る
際
の
母
数
は
、
属
性
1
の
諸
変
数
に
つ
い
て
は
、

制
文
以
外
の
文
様
を
有
す
る
土
器
の
中
で
の
各
々
の
割
合
が
問
題
に

な
る
と
考
え
、
乙
れ
を
母
数
と
し
た
。
他
の
属
性
に
閲
し
て
は
、
各

資
料
の
総
個
体
数
を
母
数
と
し
、
出
現
頻
度
の
算
定
を
行
な
っ
た
。

な
お
、
夫
l
タ
作
成
の
段
階
で
、
属
性
3
分
類
項
目
制
ハ
二
単
位
波

状
縁
で
あ
る
も
の
〉
の
出
現
頗
度
は
、

O
の
値
を
と
る
も
の
が
多

く
、
類
似
度
の
検
討
に
用
い
る
変
数
と
し
て
は
不
適
当
で
あ
る
ζ

と

が
わ
か
っ
た
。
そ
ζ

で
、
乙
れ
を
除
い
た
十
二
の
変
数
を
、
最
終
的

に
分
析
に
用
い
る
変
数
と
し
、

m
l
Mと
呼
ぶ
と
と
に
す
る
。

さ
ら
に
、
実
際
に
類
似
度
の
検
討
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
は
、
そ

の
削
段
階
と
し
て
時
間
的
変
化
を
除
去
す
る
た
め
に
、
時
間
を
あ
ら

わ
す
指
標
が
必
要
で
あ
る
。
本
抑
制
で
分
析
対
象
と
し
た
二
十
三
の
資

料
は
、
主
と
し
て
諸
磯
b

(
古
)
式
、
お
よ
び
諸
磯
b

(
古
)
式
か

ら
諸
磯
b
(中
)
式
へ
の
移
行
期
と
い
う
、
比
較
的
狭
い
時
間
幅
の

中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
各
資
料
に
お
け
る
諸
磯

b
(中
〉
式
比
定
土
器
の
割
合
を
調
べ
る
ζ

と
に
よ
っ
て
、
大
ま
か

な
時
間
的
位
置
づ
け
を
知
る
ζ

と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
乙
で
、
前
述

の
よ
う
な
各
属
性
毎
の
分
類
と
は
別
個
に
、
全
体
と
し
て
の
特
徴
か

ら
各
個
体
の
型
式
比
定
を
行
な
い
、
各
資
料
に
お
け
る
諸
磯
b
(中
)

式
に
比
定
さ
れ
る
土
器
の
出
現
頻
度
を
求
め
、
と
れ
を
時
聞
を
あ
ら

わ
す
変
数
t
と
し
た
。

以
上
の
基
準
に
基
づ
い
た
各
変
数
の
定
義
を
第
2
表
に
、
ま
た
そ

五
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二
九
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怖
を
了
三
号

の
値
を
第
3
表
に
そ
れ
ぞ
れ
示
し
た
。

変
数
聞
の
関
係
の
検
討

本
稿
の
目
的
は
、
時
間
差
を
除
去
し
た
場
合
の
各
資
料
聞
の
類
似
三

度
を
比
較
す
る
と
と
で
あ
る
が
、
前
節
で
得
ら
れ
た

h
t
均
の
変
数

の
中
に
は
、
時
聞
に
強
く
影
響
さ
れ
て
い
る
変
数
も
存
在
す
る
ζ

と

が
予
測
さ
れ
る
。
そ
乙
で
、
実
際
に
類
似
度
の
検
討
を
試
み
る
に
先

立
ち
、
変
数
聞
の
関
係
を
調
べ
る
ζ

と
を
目
的
と
し
て
、
ゎ
.1
均
お

よ
び

t
と
い
う
十
三
の
変
数
の
閣
の
相
関
係
数
を
求
め
て
み
た
。
そ

の
結
果
は
第
4
表
に
示
し
た
。

乙
れ
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
各
変
数
の
現
れ
方
は
完
全
に
独
立
で

は
な
く
、
い
く
つ
か
の
変
数
の
聞
に
は
、
一
%
の
危
険
率
で
有
意
な

相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
た
。
変
数

t
と
の
相
関
で
い
え
ば
、
一
%
の

危
険
率
で
、
l

均
、
均
、
旬
、
切
は

t
と
有
意
な
正
の
相
聞
を
示
し
、

有
為
、
恥
は

t
と
有
意
な
負
の
相
闘
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
均
、

h
、
均
、
町
、
如
、
如
、
却
の
七
つ
の
変
数
は
、
時
間
的

変
化
と
非
常
に
よ
く
合
致
し
た
動
き
を
示
し
て
い
る
ζ

と
が
わ
か

る
。
以
上
の
結
果
に
基
づ
き
、
上
記
の
七
つ
の
変
数
に
関
し
て
は
、

強
く
時
間
と
相
関
す
る
変
数
で
あ
る
と
考
え
る
。
本
稿
の
目
的
は
、

前
述
の
よ
う
に
時
間
差
を
除
去
し
た
場
合
の
各
資
料
聞
の
類
似
度
を

検
討
す
る
と
と
で
あ
る
か
ら
、
以
上
の
七
つ
の
変
数
は
、
類
似
度
の

検
討
を
行
な
う
際
の
デ
ー
タ
か
ら
は
除
外
す
る
。

4 

. 

一六

(
一
三

O〉

践
る
五
つ
の
変
数
の
う
ち
、
均
と
U

引
に
つ
い
て
は
、
五
%
の
危
険

率
で

t
と
有
意
な
負
の
相
闘
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
変
数
に
つ

い
て
は
、
あ
る
程
度
時
間
と
相
関
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、

今
回
の
分
析
で
は
、
時
間
以
外
の
要
因
に
よ
る
影
響
を
よ
り
強
く
受

け
て
い
る
変
数
と
考
え
た
。
ま
た
、
町
、

h
、
h
に
つ
い
て
は
、

t

と
の
有
意
な
相
闘
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
乙
で
、

ζ

れ
ら
五
つ

の
変
数
を
、
時
間
以
外
の
要
因
を
反
映
す
る
変
数
と
考
え
、
類
似
度

に
関
す
る
分
析
の
デ
l
タ
と
し
た
。

土
器
の
類
似
度
に
基
づ
い
た
地
域
的
遺
跡
グ
ル
ー
プ
の
存
在

の
確
認

以
上
の
条
件
に
基
づ
い
て
選
定
し
た
変
数
を
用
い
て
資
料
聞
の
類

似
度
の
在
り
方
を
検
討
す
る
た
め
に
、
全
資
料
を
遺
跡
間
距
離
に
基

づ
い
て
予
め
三
つ
の
地
域
グ
ル
ー
プ
に
分
け

(
E
1
2
参
照
〉
、
判
、

h
、
h
、
均
、
加
の
五
つ
の
変
数
を
用
い
て
各
グ
ル
ー
プ
聞
の
判
別

分
析
を
行
な
っ
た
。

ζ
ζ

で
用
い
た
判
別
分
析
と
は
、
簡
単
に
い
え
ば
、
複
数
の
変
数

に
関
す
る
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
る
と
予

測
さ
れ
る
複
数
の
資
料
を
実
際
に
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
み
る

手
法
で
あ
る
。
乙
の
場
合
の
対
立
仮
説
は
、
「
各
資
料
は
予
め
行
な

っ
た
帰
属
指
定
の
と
お
り
に
は
判
別
さ
れ
な
い
」
と
な
る
。
分
析
の

結
果
が
帰
属
指
定
の
と
お
り
に
判
別
さ
れ
れ
ば
、
乙
の
仮
説
は
棄
却

5 

グループIとグループEにおける判別関数値と，

他グループに対する遺跡間距縦との順位相関係数

グループ名ISpearman's r I資料数'
|-oml 
-0.325 

6 

12 

C**は1%水準で有意，勺ま5%水準で有意〉
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さ
れ
る
。
上
記
の
対
立
仮
説
は
、
「
会
資
料
は
帰
属
指
定
の
と
お
り
に

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
、
と
い
う
予
測
は
間
違
い
で
あ
る
」

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
、
対
立
仮
説
が
棄
却
さ
れ
た
場
合
に

は
、
予
測
は
間
違
い
と
は
い
え
な
い
、
と
い
う
結
論
が
得
ら
れ
た
と

と
に
な
る
。
乙
の
場
合
に
は
、
各
変
数
の
値
は
、
各
地
域
グ
ル
ー
プ

毎
に
類
似
し
た
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
ζ

と
が
で
き
る
。

第
5
表
と
第

4
図
は
、
グ
ル
ー
プ
工
、
グ
ル
ー
プ
E
、
グ
ル
ー
プ

E
の
三
つ
の
資
料
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
、
各
々
、
二
群
聞
の
判
別
分

析
を
行
な
っ
た
結
果
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
は
、
グ

ル
ー
プ
E
l
E
(
東
京
・
神
奈
川
・
千
葉
地
域
|
埼
玉
・
群
馬
地
域
〉

聞
で
、
資
料
山
口
(
飯
山
満
東
遺
跡
一
号
住
居
祉
出
土
資
料
)
が
グ

ル
ー
プ

E
へ
紺
別
さ
れ
た
以
外
は
、
予
め
行
な
っ
た
帰
属
指
定
の
と

お
り
に
判
別
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
各
変
数
の
値
は
、
前
述
の
各

地
域
グ
ル
ー
プ
毎
に
類
似
し
た
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
と
と

が
で
き
る
。

分
析
の
結
果
得
ら
れ
た
判
別
係
数
を
み
る
と
、
グ
ル
ー
プ
I
K
関

し
て
は
町
、
グ
ル
ー
プ
E
に
閲
し
て
は
町
、
町
、
グ
ル
.l
プ
E
K
関

し
て
は
巧
均
の
各
係
数
が
、
他
の
い
ず
れ
の
グ
ル
ー
プ
と
の
判
別

に
お
い
て
も
プ
ラ
ス
の
値
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
乙
れ
ら

の
変
数
は
、
各
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
他
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
相
対
的
に

高
い
出
現
顔
度
を
示
し
て
い
る
変
数
と
し
て
理
解
し
得
る
。
逆
に
、

他
の
い
ず
れ
の
グ
ル
ー
プ
と
比
較
し
た
場
合
に
も
マ
イ
ナ
ス
の
値
を

第
6
表
は
、
〆
ル

1
プ
工
と
グ
ル
ー
プ
E
の
聞
の
判
別
分
析
に
お

い
て
得
ら
れ
た
判
別
関
数
値
を
用
い
て
、
他
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
判

別
関
数
値
の
近
さ
と
遺
跡
間
匝
離
の
近
さ
の
各
々
に
つ
い
て
順
位
づ

け
を
行
な
い
、
そ
の
聞
に
順
位
相
関
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
を
調
べ

た
も
の
で
あ
る
。
判
別
関
数
値
の
順
位
付
け
は
、
第
4
図
に
示
し
た

分
析
結
果
に
基
づ
い
て
、
各
グ
ル
ー
プ
の
内
で
他
グ
ル
ー
プ
側
に
値

が
近
い
順
に

1
、
2
:
:
:
と
し
た
。
ま
た
、
遺
跡
間
距
雛
の
位
置
づ

け
は
、
両
グ
ル
ー
プ
閣
の
最
短
距
離
を
示
す
遺
跡
を
基
点
と
し
て
、

他
グ
ル
ー
プ
の
各
遺
跡
を
、

ζ

れ
に
近
い
順
に

1
、
2
:
:
:
と
す
る

方
法
を
と
っ
た
。
た
だ
し
、
同
一
遺
跡
か
ら
得
ら
れ
た
二
組
の
資
料

に
つ
い
て
は
、
同
一
順
位
と
考
え
、
二
つ
の
順
位
の
平
均
を
用
い
た
。

な
お
、
グ
ル
ー
プ
E
K
関
し
て
は
、
遺
跡
数
が
少
な
い
た
め
、
順
位

相
関
の
検
討
を
行
な
う
の
に
適
し
た
資
料
で
は
な
い
と
判
断
し
、
今

回
の
分
析
対
象
に
は
含
め
な
か
っ
た
。

結
果
は
、
グ
ル
ー
プ
工
、
グ
ル
ー
プ
E
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、

両
者
の
順
位
の
聞
に
有
窓
な
相
関
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
た
が

っ
て
、
グ
ル
ー
プ
I
と
グ
ル
ー
プ
E
K
関
し
て
は
、
各
資
料
の
判
別

関
数
値
と
、
各
遺
跡
の
他
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
地
理
的
遠
近
と
の
聞

に
は
、
明
確
な
結
び
つ
き
は
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
る
ζ

と
が
で
き

る。

a

6 
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示
し
て
い
る
変
数
|
|
グ
ル
ー
プ
工
の
町
、
有
司
グ
ル
ー
プ
E

の
均
、
グ
ル
ー
プ
E
の

h
ー
ー
に
つ
い
て
は
、
各
グ
ル
ー
プ
に
お
い

て
、
他
グ
ル
ー
プ
よ
り
も
相
対
的
に
低
い
出
現
頼
度
を
示
し
て
い
る

変
数
と
考
え
る
乙
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
各
グ
ル
ー
プ
聞
の
判
別
関

数
の
有
意
性
の
検
定
を
行
な
っ
た
と
と
ろ
、
グ
ル
ー
プ
I
l
E
、
グ

ル
ー
プ
I
l
E
閣
の
判
別
に
関
し
て
は
一
%
の
危
険
率
で
、
グ
ル
ー

プ
E
l
E
聞
に
つ
い
て
は
五
%
の
危
険
率
で
、
そ
れ
ぞ
れ
有
意
の
差

が
あ
る
ζ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

判
別
効
皐
を
示
す
マ
ハ
ラ
ノ
ピ
ス
の
距
離
を
計
算
し
て
み
る
と
、

グ
ル
ー
プ
I
l
E
聞
で
は
一
九
・
六
八
一
、
グ
ル
ー
プ
E
l
E
聞
で

は
九
・
九
八
一
で
あ
る
の
に
対
し
、
グ

l
プ
I
l
E
聞
で
は
五

0
・

九
四
八
と
、
前
二
者
に
比
し
て
著
し
く
大
き
な
値
を
示
し
て
い
る
。

乙
の
よ
う
な
結
果
は
、
グ
ル
ー
プ
I
l
E
閣
の
差
異
が
、
グ
ル
ー
プ

ー

ー

E
、
グ
ル
ー
プ
H
l
M
閣
の
場
合
と
比
べ
て
著
し
く
大
き
い
乙

と
を
意
味
す
る
。

次
に
、
各
地
域
グ
ル
ー
プ
内
に
お
け
る
類
似
度
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
上
記
の
判
別
分
析
は
、
全
資
料
を
三
グ
ル
ー
プ
に
大

別
し
た
上
で
各
グ
ル
ー
プ
毎
に
共
通
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
か
否

か
を
磁
認
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
の
内
部
に
お
い

て
さ
ら
に
細
か
な
地
域
差
が
存
在
す
る
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
で

は
な
い
。
そ
ζ

で
、
得
ら
れ
た
判
別
関
数
値
を
用
い
て
、
各
地
域
グ

ル
ー
プ
内
に
お
け
る
類
似
度
の
在
り
方
を
検
討
し
て
み
た
。

以
上
に
示
し
た
分
析
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
結
論
を
ま
と
め
て
み
る

と
A

次
の
よ
う
に
な
る
。

γ

付
分
析
の
た
め
の
基
礎
デ
1
タ
と
し
て
選
定
し
た
ね
ー
均
の
十
二

個
の
変
数
に
は
、
時
閣
を
あ
ら
わ
す
変
数

t
と
強
い
相
闘
を
示

す
も
の
と
、
強
い
相
闘
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

同
分
析
資
料
を
、
遺
跡
間
距
離
に
基
づ
い
て
予
め
三
つ
の
地
域
グ

ル
ー
プ
に
分
け
、

t
と
強
い
相
闘
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
五
つ

の
変
数
を
用
い
て
そ
れ
ぞ
れ
二
群
聞
の
判
別
を
行
な
っ
た
と
ζ

ろ
、
各
グ
ル
ー
プ
は
、
一
資
料
を
除
い
て
予
測
し
た
グ
ル
ー
プ

の
と
お
り
に
判
別
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
各
資
料
は
、
各
地

域
グ
ル
ー
プ
毎
に
類
似
し
た
傾
向
を
示
し
て
い
る
乙
と
が
統
計

的
に
確
認
さ
れ
光
。

同
グ
ル
ー
プ
I
l
E
閣
の
判
別
分
析
に
つ
い
て
、
他
グ
ル
ー
プ
に

対
す
る
判
別
関
数
値
の
近
さ
と
遺
跡
間
距
離
の
近
さ
の
各
々
に

つ
い
て
順
位
づ
け
を
行
な
い
、
両
者
の
順
位
相
聞
の
有
無
を
調

べ
た
と
と
ろ
、
い
ず
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
も
有
意
な
相
聞

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
グ
ル
ー
プ
工
|
E
聞
の

判
別
に
お
け
る
各
資
料
の
判
別
関
数
値
と
、
他
グ
ル
ー
プ
に
対

す
る
各
遺
跡
の
地
理
的
遠
近
と
の
聞
に
は
明
確
な
結
び
つ
き
は

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

. 九
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考

察

変
数
の
性
格
と
土
器
の
類
似
度
の
あ
ら
わ
れ
方
に
つ
い
て

前
章
の
分
析
の
目
的
は
、
時
間
以
外
の
要
因
に
強
く
支
配
さ
れ
て

い
る
変
数
に
基
づ
い
た
土
器
の
類
似
度
の
比
較
に
あ
っ
た
た
め
、
時
，

間
的
要
因
に
強
く
影
響
を
う
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
変
数
を
除
去

し
た
上
で
、
残
り
の
変
数
を
用
い
て
資
料
の
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
を
行
な

う
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
。
乙
の
際
、
時
間
的
変
化
を
強
く
示
す
と

考
え
て
除
去
し
た
変
数
は
七
変
数
で
あ
っ
た
。
筆
者
が
今
回
の
分
析

の
た
め
に
設
定
し
た
変
数
は
全
部
で
十
二
で
あ
っ
た
か
ら
、

ζ
ζ

で

選
ん
だ
土
器
の
諸
特
徴
の
う
ち
の
約
六
割
は
時
間
的
変
化
を
強
く
反

映
し
て
い
る
と
い
う
ζ

と
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
な
結
果
は
、
一
土
器
型
式
の
分
布
圏
内
に
お
い
て

は
、
土
器
の
有
す
る
諸
特
徴
の
か
な
り
の
部
分
が
時
間
軸
に
沿
っ
て

変
化
し
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
今

回
の
分
析
に
お
い
て
鍍
者
が
地
域
的
遺
跡
グ
ル
ー
プ
の
抽
出
に
用
い

た
よ
う
な
、
時
間
以
外
の
要
因
を
反
映
す
る
変
数
は
、
諸
磯
b
式
に

み
ら
れ
る
初
ァ
リ
エ
!
シ
ヨ
ン
の
主
体
を
占
め
る
も
の
で
は
な
い
乙

と
が
わ
か
る
。

次
に
、

t
と
の
強
い
相
関
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
五
つ
の
変
数
に

基
づ
い
た
類
似
度
の
あ
ら
わ
れ
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
刈
前
章
の

分
析
の
結
果
、
各
資
料
は
、
遺
跡
間
距
離
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ
た

1 

集
団
の
移
住
に
求
め
る
と
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
遺
跡
聞

の
土
器
の
類
似
度
は
、
異
な
る
居
住
集
団
聞
の
交
流
の
度
合
を
反
映

し
て
い
る
と
考
え
る
と
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
各
遺
跡
は
、
定
住

的
な
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
他
の
遺
跡
と
の
交
流
の
度

合
は
、
単
純
に
い
え
ば
、
遺
跡
間
匝
離
が
短
い
ほ
ど
高
く
、
遺
跡
間

距
離
が
長
い
ほ
ど
低
い
、
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
土
器
の
類

似
度
は
、
各
遺
跡
と
の
地
理
的
遠
近
に
し
た
が
っ
て
、
あ
る
程
度
の

漸
移
的
な
変
化
を
示
す
は
ず
で
あ
る
。

乙
れ
に
対
し
、
石
井
が
主
彊
す
る
よ
う
に
短
期
間
の
移
動
が
繰
り

返
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
同
一
の
居
住
集
団
に
よ
っ
て
複
数
の
遺

跡
が
残
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ζ

の
場
合
、

同
一
の
居
住
集
団
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
土
器

除
、
た
と
え
遺
跡
間
距
離
が
隊
れ
て
い
て
も
高
い
類
似
度
を
示
す
と

考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
類
似
度
は
、
必
ず
し
も
遺
跡
の
地
理

的
遠
近
に
支
配
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
各
居
住
集
団
が
移
動
を
行
な

っ
た
範
囲
内
で
あ
る
程
度
の
バ
ラ
ツ
キ
を
示
す
は
ず
で
あ
る
。

E
1
5
に
お
い
て
、
各
グ
ル
ー
プ
内
に
お
け
る
判
別
関
数
値
の
検

討
を
行
な
っ
た
結
果
で
は
、
各
資
料
の
判
別
関
数
値
と
、
各
遺
跡
の

他
グ
ル
ー
プ
に
対
す
る
地
理
的
遠
近
と
の
聞
に
は
明
確
な
結
び
つ
き

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
今
回
の
分
析
に
用
い
た
資
料

に
お
い
て
は
、
遺
跡
聞
の
距
離
が
他
グ
ル
ー
プ
に
近
い
資
料
ほ
ど
他

グ
ル
ー
プ
と
の
類
似
度
は
高
い
、
と
い
っ
た
よ
う
な
形
で
の
各
グ
ル

純
文
土
器
の
類
似
度

ニ
O

三
三
四
)

地
域
グ
ル
ー
プ
毎
に
類
似
し
た
特
徴
を
有
す
る
ζ

と
が
確
認
さ
れ

た。

ζ

の
と
と
は
、
時
間
差
を
除
去
し
た
場
合
の
土
器
の
諸
特
徴
の

う
ち
に
は
地
域
的
な
ま
と
ま
り
が
み
ら
れ
る
乙
と
を
示
す
も
の
で
あ

完
w

。

・

そ
れ
で
は
、
抽
出
さ
れ
た
地
域
グ
ル
ー
プ
は
、
ど
の
よ
う
な
性
格

を
有
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、

t
l
2
に
お
い
て
、
同
時

に
存
在
し
た
複
数
集
団
聞
の
交
流
と
、
同
一
居
住
集
団
の
移
動
、
と

い
う
こ
点
が
、
土
器
の
類
似
度
を
支
配
す
る
主
た
る
要
因
で
あ
る
、

と
す
る
考
え
を
示
し
た
。

ζ

の
よ
う
な
仮
定
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
各

地
域
グ
ル
ー
プ
の
内
部
に
お
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
居
住
集
団
が
存

在
し
互
い
に
緊
密
な
交
流
を
行
な
っ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
と
と
も

に
、
各
地
域
グ
ル
ー
プ
の
内
部
に
お
い
て
頗
繁
な
移
動
が
行
な
わ
れ

て
い
た
可
能
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

。

縄
文
時
代
の
居
住
形
態
に
関
し
て
は
、
各
集
落
は
基
本
的
に
は
定

住
的
な
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
考
え
(
向
坂
一
九
六
八

.
一
九
七

O
、
水
野
一
九
六
九
〉
と
、
短
期
間
の
移
動
を
繰
り
返
し

て
い
た
(
石
井
一
九
七
七
・
-
九
八
三
〉
と
す
る
、
二
つ
の
考
え
方

が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
乙
乙
で
、
と
の
よ
う
な
二
つ
の
居
住
形
態
の

い
ず
れ
か
が
と
ら
れ
た
場
合
の
土
器
の
類
似
度
の
あ
ら
わ
れ
方
を
想

定
し
て
み
よ
う
。
水
野
や
向
坂
の
よ
う
に
、
各
遺
跡

κ対
す
る
定
住

性
を
強
調
す
る
視
点
に
立
て
ば
、
一
遺
跡
イ
コ
ー
ル
一
居
住
集
団
と

考
え
る
ζ

と
に
な
る
か
ら
、
遺
跡
聞
の
土
器
の
類
似
を
、
同
一
居
住

ー
プ
内
に
お
け
る
地
域
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
と
の
よ
う
な
分

析
結
果
は
、
居
住
形
態
に
関
す
る
後
者
の
立
場
|
|
す
な
わ
ち
、
同

一
集
団
の
広
範
囲
な
移
動
を
認
め
る
立
場
ー
ー
を
支
持
す
る
も
の
で

あ
る
。
同
時
に
、
と
の
よ
う
な
結
果
は
、
縄
文
時
代
に
お
け
る
各
居

住
集
団
の
移
動
範
囲
が
か
な
り
広
域
に
わ
た
っ
て
い
た
可
能
性
を
示

す
も
の
と
考
え
る
ζ

と
が
で
き
る
。

各
地
域
グ
ル
ー
プ
聞
の
関
係
の
時
間
的
変
化

E
で
行
な
っ
た
分
析
は
、
土
器
に
み
ら
れ
る
時
間
的
変
化
を
除
去

し
た
上
で
類
似
度
を
比
較
す
る
と
と
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
乙
の

よ
う
な
方
法
は
、
前
節
に
示
し
た
よ
う
な
細
か
な
議
論
を
行
な
う
際

に
は
有
効
で
あ
る
が
、
類
似
度
の
時
間
的
変
化
に
関
す
る
検
討
を
行

な
う
と
と
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
ζ

で
、
本
節
で

は
、
編
年
研
究
の
立
場
か
ら
み
た
土
器
の
マ
ク
ロ
な
地
域
差
の
在
り

方
を
検
討
す
る
と
と
に
よ
り
、
各
地
域
グ
ル
ー
プ
聞
の
関
係
に
つ
い

て
考
え
る
。

前
章
の
分
析
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
た
三
つ
の
地
域
設
定
ハ
山
梨

・
長
野
地
域
、
東
京
・
神
奈
川
・
千
葉
地
域
、
埼
玉
・
群
馬
地
域
)

を
軸
と
し
て
、
従
来
の
編
年
研
究
の
成
果
に
基
づ
い
て
前
期
後
半
に

お
け
る
土
器
の
在
り
方
を
概
観
し
た
場
合
、
各
地
域
聞
の
土
器
の
類

似
と
相
異
の
在
り
方
に
は
、
時
期
に
よ
っ
て
変
化
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
前
期
中
葉
の
関
山
式
の
場
合
、
埼
玉
・
群
馬

2 

〈
二
二
五
)



史
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地
域
で
は
典
型
的
な
関
山
式
が
普
通
的
に
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、

山
梨
・
長
野
地
域
で
は
、
い
わ
ゆ
る
関
山
式
と
は
非
常
に
異
な
勺

た
、
薄
手
議
維
を
含
ま
な
い
関
山
併
話
の
土
器
群
が
中
心
的
な

存
在
を
占
め
る
(
長
野
県
中
央
選
遺
跡
調
査
団
編
一
九
八
二
、
な

ど
)
。
以
上
の
よ
う
な
傾
向
は
、
次
の
黒
浜
式
期
の
土
器
群
に
も
引
き
.

継
が
れ
る
が
、
諸
磯

a
式
期
に
な
る
と
、
山
梨
・
長
野
地
域
特
有
の

簿
手
の
土
器
の
割
合
は
減
少
し
、
文
機
構
成
等
に
お
い
て
一
部
に
異

な
っ
た
土
器
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
他
地
域
と
の
類
似
は
大
き
く
な

る
。
と
の
よ
う
な
斉
一
化
の
動
き
は
、
諸
磯
b
式
期
に
は
い
っ
そ
う

強
ま
り
、
前
章
の
分
析
で
示
し
た
よ
う
に
、
土
器
に
認
め
ら
れ
る
差

異
の
か
な
り
の
部
分
は
ミ
ク
ロ
な
時
間
差
と
し
て
説
明
で
さ
る
こ
と

に
な
る
。
諸
磯

c
式
期
に
関
し
て
は
、
関
東
地
方
に
お
け
る
住
居
祉

伴
出
例
が
稀
少
で
あ
る
が
、
同
地
域
の
包
含
届
か
ら
出
土
す
る
破
片

に
関
し
て
は
、
一
部
を
除
き
山
製
・
長
野
地
域
と
非
常
に
類
似
し
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

と
の
よ
う
な
時
間
的
変
化
の
中
で
、
前
章
で
扱
っ
た
諸
磁
b
式
期

を
考
え
て
み
る
と
、
乙
の
時
期
は
、
各
地
域
聞
に
強
い
斉
一
一
性
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
で
あ
る
と
と
が
わ
か
る
。
土
器
の
類

似
度
は
イ
ン
タ
ー
ア
ク
シ
ョ
ン
の
強
弱
を
反
映
す
る
、
と
考
え
る
立

場
に
立
っ
た
場
合
、
上
記
の
よ
う
な
傾
向
は
、
諸
磁
b
式
期
に
お
け

る
各
地
域
聞
の
緊
密
な
関
係
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
る
ζ

と
が
可

能
で
あ
る
。
同
時
に
、
各
地
域
聞
の
土
器
の
類
似
と
相
異
の
在
り
方

ら
れ
る
時
期
と
し
て
は
、
後
期
初
頭
の
称
名
寺
式
期
が
あ
げ
ら
れ

る。

ζ

れ
に
関
し
て
、
今
村
啓
繭
は
、
遺
跡
数
の
減
少
と
人
口
の
減

少
と
の
関
連
を
想
定
し
、
「
関
東
地
方
で
は
純
文
時
代
の
人
口
は
草

創
期
か
ら
早
期
・
前
期
・
中
期
と
ゆ
る
や
か
に
高
ま
り
後
期
に
は
停

滞
し
、
晩
期
に
入
っ
て
か
ら
何
ら
か
の
原
因
で
減
少
に
転
じ
、
弥
生

時
代
へ
受
け
つ
が
れ
る
」
と
い
う
「
多
く
の
研
究
者
の
い
だ
い
て
い

る
漠
然
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
」
に
疑
問
を
な
げ
か
け
、
純
文
時
代
に
は

人
口
の
増
減
が
何
回
も
繰
り
返
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
考

え
を
示
し
て
い
る
〈
今
村
一
九
七
七

a
、
下
回
五
頁
)
。
遺
跡
数
の

誠
少
を
ζ

の
よ
う
に
考
え
る
立
場
を
と
る
な
ら
ば
、
諸
磯

c
式
I
十

三
菩
提
式
期
に
は
関
東
地
方
の
人
口
が
著
し
く
減
少
し
た
、
と
す
る

解
釈
が
成
り
立
つ
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、

ζ

の
時
期
の
山
梨
・
長

野
地
域
に
お
け
る
遺
跡
数
の
噌
加
を
考
え
あ
わ
せ
る
な
ら
ば
、
関
東

地
方
か
ら
中
部
山
岳
地
帯
ヘ
の
大
規
模
な
人
口
移
動
の
可
能
性
も
考

慮
さ
れ
る
と
と
に
な
ろ
う
。

3

純
文
時
代
の
生
業
と
居
住
形
態

以
上
、
前
章
で
得
ら
れ
た
分
析
結
果
の
検
討
を
中
心
と
し
て
、
諸

磯
b
式
期
の
居
住
形
態
の
復
元
を
試
み
て
き
た
。

ζ

れ
ら
の
検
討
を

通
じ
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
の
は
、
当
時
の
生
活
が
、
従
来
の
縄

文
時
代
研
究
に
お
い
て
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
り
も
は
る
か
に
移
動
性

に
富
む
も
の
だ
a

っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
と
と
で
あ
る
巾

ζ

の

縄
文
土
器
の
類
似
度

ハ
一
=
一
占
ハ
)

に
乙
の
よ
う
な
時
間
的
変
化
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
前
章

の
分
析
で
示
し
た
よ
う
な
各
地
域
グ
ル
ー
プ
の
枠
組
は
、
限
ら
れ
た

時
閣
の
中
に
お
い
て
の
み
有
効
な
区
分
で
あ
り
J

各
地
域
聞
の
関
係

は
流
動
的
な
要
素
を
含
ん
で
い
た
ζ

と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

以
上
に
示
し
た
よ
う
な
土
器
の
時
間
的
変
化
と
関
連
し
て
注
目
す

べ
き
も
の
に
、
遺
跡
分
布
の
時
間
的
変
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。
諸
磁
式

期
の
遺
跡
分
布
に
関
し
て
は
、
諸
磁

c
式
期
の
遺
跡
が
関
東
地
方
に

お
い
て
著
し
く
減
少
す
る
、
と
い
う
指
摘
が
あ
る
(
大
場
・
樋
口
・

麻
生
他
一
九
五
七
)
。
特
に
、
住
居
祉
に
伴
な
う
例
に
限
定
し
て
み

る
な
ら
ば
、
関
東
地
方
に
お
け
る
遺
跡
数
は
、
諸
磯
b
(中
〉
式
以

降
、
滋
誠
し
、
諸
磯

c
式

t十
三
害
提
式
期
に
至
つ
て
は
、
多
摩
丘

陵
の
数
例
を
除
け
ば
ほ
と
ん
ど
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
状
態
に
な
る
。

乙
れ
に
対
し
て
、
山
梨
・
長
野
地
域
で
は
、
関
東
地
方
で
住
居
祉
を

伴
な
う
遺
跡
が
減
り
は
じ
め
る
諸
磯
b
(中
)
式
期
か
ら
逆
に
資
料

が
増
え
は
じ
め
、
諸
磯

c
式
期
に
お
い
て
も
安
定
し
た
遺
跡
分
布
を

示
し
て
い
る
。

と
の
よ
う
な
遺
跡
分
布
の
変
化
を
考
慮
に
入
れ
た
場
合
、
前
章
の

分
析
で
扱
っ
た
時
期
は
、
遺
跡
分
布
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
は
じ

め
た
時
期
で
あ
っ
た
ζ

と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
土
器
に
み
ら

れ
る
前
述
の
よ
う
な
高
い
斉
一
一
位
は
、
と
の
よ
う
な
遺
跡
分
布
の
変

化
と
何
ら
か
の
関
連
を
有
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

縄
文
時
代
の
関
東
地
方
の
中
で
、
同
様
の
遺
跡
数
の
減
少
が
認
め

よ
う
な
移
動
が
、
一
年
の
周
期
の
中
に
お
け
る
季
節
的
な
も
の
で
あ

っ
た
の
か
、
石
井
が
主
彊
す
る
よ
う
に
数
年
毎
の
も
の
で
あ
っ
た
の

か
、
あ
る
い
は
両
者
の
複
合
で
あ
っ
た
の
か
、
等
の
問
題
に
関
し
て

は
、
ペ
ー
ス
・
キ
ャ
ン
プ
と
キ
ャ
ン
プ
・
サ
イ
ト
と
い
っ
た
各
遺
跡

の
性
格
づ
け
の
問
題
も
含
め
て
、
別
角
度
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
乙
の
よ
う
な
非
定
住
的
な
居
住

形
態
の
在
り
方
は
、
そ
の
ま
ま
彼
ら
の
生
活
の
特
徴
で
あ
っ
た
と
考

え
る
乙
と
は
可
能
で
あ
る
。

純
文
時
代
の
居
住
形
態
に
つ
い
て
は
、
和
島
誠
一
以
来
、
完
全
に

定
住
と
は
い
え
な
い
に
せ
よ
、
か
な
り
商
い
定
住
性
を
有
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
見
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
ハ
和
島
一
九
四

八
・
一
九
六
ニ
ー
そ
の
根
拠
と
し
て
は
、
南
堀
貝
塚
を
は
じ
め
と

す
る
馬
蹄
形
大
集
落
の
存
在
等
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
乙
の
よ
う
な

和
島
の
立
場
は
、
，
進
ん
だ
'
採
集
・
狩
猟
民
で
あ
る
縄
文
時
代
人

は
、
一
般
の
採
集
・
狩
猟
民
|
|
移
動
生
活
者
ー
ー
よ
り
も
，
進
ん

だ
'
居
住
形
態
|
|
定
住
ー
ー
を
示
す
は
ず
で
あ
る
、
と
い
う
も
の

で
あ
り
、
そ
の
背
後
に
は
、
旧
石
器
時
代
か
ら
新
石
器
時
代
へ
の
変

化
を
ι
移
動
か
ら
定
住
へ
、
と
い
っ
た
単
純
で
一
方
向
的
な
文
化
進

化
と
捉
え
、
縄
文
時
代
を
ζ

の
よ
う
な
変
化
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う

と
す
る
視
点
が
う
か
が
え
る
。

採
集
・
狩
猟
経
済
か
ら
食
料
生
産
経
済
へ
の
移
行
に
関
す
る
と
の
.

よ
う
な
単
純
な
進
化
論
的
な
文
化
発
達
の
考
え
方
は
、
日
本
に
限
ら

一一三
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f
一
諸
外
国
の
文
化
史
的
考
古
学
に
共
通
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
一
九
六

0
年
代
に
入
り
、
従
来
の
伝
統
的
な
考
古
学
し

対
す
石
再
検
討
の
声
が
事

2
中
で
、
採
集
・
狩
猟
民
の
位
置
づ
け

舵
つ
い
て
も
、
民
族
誌
的
研
究
の
立
場
か
ら
多
く
の
疑
問
が
提
出
さ

れ
た
。
リ
ー
は
、

狩
猟
・
採
集
民
に
対
す
る
現
代
人
類
学
の
見
方
は
、
二
つ
の

疑
わ
し
い
仮
定
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
第
一
は
、
狩
猟
・

採
集
民
の
生
活
は
動
物
の
狩
猟
に
依
存
し
て
い
る
、
と
す
る
考

え
で
あ
り
、
第
二
は
、
彼
ら
の
生
活
様
式
は
、
一
般
に
、
生
存

の
た
め
の
不
安
定
か
つ
困
難
な
苦
悶
で
あ
石
、
と
す
る
仮
定
で

あ
る
〈

F
Z
呂
田
∞
匂
・
ω
O
)

。

ι述
べ
た
上
で
、
採
集
・
狩
猟
民
に
関
す
る
従
来
の
固
定
観
念
に
疑

問
を
表
明
し
、

ζ

の
問
題
に
対
す
る
ひ
と
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し

て
、
ア
フ
リ
カ
、
ヵ
ラ
ハ
リ
砂
漠
に
お
け
る
ク
ン
・
プ
ッ
シ
ュ
7

ン

の
食
料
盤
得
活
動
を
観
察
・
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
彼
ら

の
生
活
は
、
，
飢
餓
に
脅
か
さ
れ
た
不
安
定
な
生
活
'
と
い
っ
た
従

ー
の
固
定
観
念
か
ら
は
ほ
ど
速
く
、
余
畷
に
満
ち
た
、
安
定
性
の
商

J
iの
で
あ
る
ζ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
サ
!
リ
ン
ズ

は、

ζ

の
よ
う
な
採
集
・
狩
猟
民
の
実
態
を
ふ
ま
え
た
上
で
、

け
に
は
い
か
な
い
。
サ

l
リ
ン
ズ
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
不
定
住
性

が
採
集
・
狩
猟
民
に
と
っ
て
不
可
欠
な
性
質
で
あ
る
な
ら
ば
、
純
文

時
代
の
居
住
形
態
に
関
し
て
も
、
先
入
観
に
捉
わ
れ
ず
に
、
根
本
か

ら
検
討
し
な
お
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

W 

要

約

以
上
、
純
文
時
代
前
期
後
半
の
諸
磯
b
式
土
器
を
材
料
と
し
て
、

土
怨
の
類
似
度
は
遺
跡
聞
の
関
係
の
検
討
に
役
立
ち
得
る
、
と
の
視

点
か
ら
、
時
間
差
を
で
き
る
限
り
除
去
し
た
場
合
の
遺
跡
聞
の
土
器

の
頬
似
度
に
関
す
る
分
析
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
に
考
察
を
加
え
て

き
た
。
方
法
と
し
て
は
、
一
土
器
型
式
を
構
成
す
る
諸
属
性
の
各
々

に
つ
い
て
分
類
項
目
を
設
定
し
、
各
資
料
毎
に
そ
の
出
現
類
度
を
算

定
し
て
、
こ
れ
を
各
資
料
の
特
徴
を
あ
ら
わ
す
変
数
と
し
た
。
次

に
、
時
間
的
変
化
と
の
関
係
に
お
い
て
各
変
数
の
性
格
を
検
討
し
、

企
変
数
を
、
時
間
的
要
因
に
強
く
影
響
さ
れ
て
い
る
も
の
と
、
時
間

以
外
の
要
閣
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
ニ
者
に
分
類

し
た
。
そ
し
て
、
後
者
の
変
数
を
用
い
て
、
中
部
山
岳
地
域
、
南
関

東
地
域
、
北
関
東
地
域
と
い
う
三
つ
の
地
域
グ
ル
ー
プ
閣
の
判
別
分

析
を
行
な
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
各
資
料
は
、
地
域
グ
ル
ー
プ
毎
に

類
似
し
た
傾
向
を
示
し
て
い
る
と
と
、
し
か
し
、
各
グ
ル
ー
プ
内
に

お
け
る
資
料
聞
の
類
似
度
と
遺
跡
間
距
離
と
の
聞
に
は
明
確
な
結
び

つ
き
は
認
め
ら
れ
な
い
ζ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
分
析

純
文
土
器
の
類
似
皮

l
t
j
i
 

• 

. 
ω 
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二
四

狩
猟
・
採
集
と
い
う
経
済
的
骨
骨
の
、
ほ
ん
と
う
の
障
害
は

何
で
一
の
ろ
う
か
。
現
存
す
る
そ
の
社
会
の
実
例
か
ら
わ
か
る
よ

j

l
、
そ
れ
は
《
労
働
生
産
性
の
低
さ
》
で
は
な
い
。
そ
う
で

付
一
な
く
て
、

ζ

の
経
済
は
、
切
迫
し
た
収
種
逓
減
に
よ
っ
て
、

ひ
f
く
悩
ま
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
:
:
:
あ
ま
り
人
数
が
多

く
な
く
と
も
、
キ
+
ン
プ
か
ら
手
近
な
範
囲
の
食
物
資
源
は
、

J
J

そ
か
れ
は
や
か
れ
、
通
常
減
少
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ
う

な
る
と
人
々
は
、
留
ま
っ
て
い
る
か
ぎ
り
現
実
コ
ス
ト
を
増
大

さ
せ
る
か
、
現
実
収
益
を
低
減
さ
せ
る
か
と
い
う
坂
挟
み
の
窮

状
に
お
ち
い
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
どど
と
か
他
の
と
ζ

ろ
へ

ゆ
け
ば
、
む
ろ
ん
問
題
は
解
決
す
る
。
こ
う
し
て
、
狩
猟
H
採

集
の
第
一
位
の
、
決
定
的
な
佐
賀
、
つ
ま
り
不
定
住
性
が
発
生

す
る
。
有
利
な
条
件
で
生
産
を
維
持
し
て
ゆ
く
た
め
に
、
乙
の

経
済
的
移
動
が
不
可
欠
と
さ
れ
る
の
で
あ
る

(ω
同

E
即
日
同
司
ド

山
内
訳
四
六

l
四
七
頁
)
。

2
三
八
)

と
述
べ
、
不
定
住
性
が
採
集
・
狩
猟
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
で

あ
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

と
の
よ
う
な
採
集
・
狩
猟
民
に
対
す
る
知
見
の
変
化
を
考
慮
に
入

れ
た
場
合
、
，
進
ん
だ
'
採
集
・
狩
猟
民
で
あ
っ
た
縄
文
時
代
人
が
、

一
般
の
採
集
・
狩
猟
民
よ
り
も
，
進
ん
だ
'
居
住
形
態
l

|
す
な
わ

ち
定
住
的
な
居
住
形
態
ー
ー
を
有
し
て
い
た
、
と
単
純
に
考
え
る
わ

結
果
の
考
察
を
通
じ
て
、
土
器
の
研
究
が
縄
文
時
代
の
遺
跡
聞
の
関

係
を
考
え
る
際
の
ひ
と
つ
の
手
が
か
り
と
な
り
得
る
と
と
が
示
さ
れ

た。
得
ら
れ
た
分
析
結
果
は
限
定
的
な
も
の
で
あ
り
、
原
デ
l
タ
の
作

成
基
準
、
類
似
度
の
比
較
方
法
、
資
料
数
の
問
題
、
変
数
の
性
格
の

検
討
と
時
間
差
の
取
扱
い
等
、
今
後
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
課
題
は
多

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
分
析
結
果
の
考
察
を
通
じ
て
、
乙
の
時
代
の

居
住
形
態
は
、
従
来
の
純
文
時
代
研
究
の
多
く
に
お
い
て
考
え
ら
れ

て
い
た
よ
う
に
定
住
的
な
も
の
で
は
な
く
、
高
い
移
動
性
を
有
し
て

い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
ζ

と
が
で
き

た。
と
の
よ
う
な
居
住
形
態
の
在
り
方
は
、
最
小
限
の
労
働
に
よ
っ
て

効
事
の
よ
い
生
産
を
行
な
い
余
限
を
楽
し
む
、
と
い
っ
た
、
民
族
誌

の
事
例
か
ら
推
察
さ
れ
る
よ
う
な
採
集
・
狩
猟
民
の
生
活
の
特
徴
と

も
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
安
定
し
た
生
活
を
求
め
て
非
定
住
的
な

生
活
を
送
る
、
と
い
う
の
は
一
見
矛
盾
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
非
定

住
性
と
社
会
の
安
定
性
と
は
異
な
る
概
念
で
あ
る
乙
と
に
注
意
す
る

必
要
が
あ
る
。
文
化
の
発
達
は
、
社
会
の
安
定
性
の
中
か
ら
生
じ
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、

ζ

の
よ
う
な
居
住
形
態
の
在
り
方
は
、
華
麗
な

装
飾
の
施
さ
れ
た
純
文
土
器
や
豊
富
な
石
器
群
な
ど
に
示
さ
れ
る
よ

う
な
高
度
な
文
化
と
相
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
非
定
住
性
は
、
採

集
・
狩
猟
民
に
と
っ
て
あ
る
意
味
で
必
然
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の

五

(
一
三
九
〉

‘島

t 



史

学

第
五
十
五
巻

第
二
・
三
号

ζ

と
自
体
が
採
集
・
狩
猟
民
の
文
化
発
達
の
疎
外
要
因
で
は
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
か
か
る
居
住
形
態
の
移
動
性
が
、
純
文
時
十
の

居
住
形
態
の
復
元
に
お
い
て
顕
著
に
見
出
さ
れ
た
と
い
う
と
と
は
、

き
わ
め
て
納
得
の
ゆ
く
結
果
と
い
え
る
。

謝
辞本

稿
は
、
鹿
応
義
塾
大
学
文
学
研
究
科
に
提
出
し
た
一
九
八
三
年

度
倍
士
論
文
の
後
半
部
分
に
基
づ
き
、
一
部
を
増
補
し
た
も
の
で
あ

る
。
作
成
に
あ
た
り
、
つ
ぎ
の
諸
氏
、
諸
機
聞
か
ら
、
資
料
の
閲
覧

に
つ
い
て
御
快
諾
を
い
た
だ
い
た
。

岡
谷
市
教
育
委
員
会
、
川
崎
考
古
学
研
究
所
、
山
知
県
立
考
古
博

同
館
(
以
上
、
未
発
表
資
料
〉
、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
、
埼
玉

目
埋
蔵
文
化
財
調
査
し
事
業
団
、
財
団
法
人
東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
、
諏
訪
市
教
育
委
員
会
、
野
岡
市
郷
土
博
物
館
、
原
村
教

育
委
員
会
、
町
田
市
立
博
物
館
、
和
田
哲

次
の
諸
先
生
、
諸
氏
か
ら
は
暖
か
い
御
指
導
・
御
助
言
を
い
た
だ
い

た。
樋
口
昇
一
、
鈴
木
公
雄
、
近
森
正
、
小
川
英
雄
、
阿
部
祥
人
、
高

山
博
、
川
島
雅
人
、
小
津
か
お
る
、
出
居
博
、
桜
井
準
也

ま
た
、
資
料
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
斎
藤
弘
美
、
出
居
明
子
両

氏
に
御
助
力
い
た
だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
、
と
れ
ら
の
方
々
に
深
く

感
謝
の
窓
を
表
す
る
。

ハ
6
)

分
析
対
象
を
単
一
器
種
に
限
定
・
才
る
と
と
に
よ
っ
て
機
能
差
を
除
去

し
得
る
か
、
と
い
う
問
題
は
、
さ
ら
に
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
緒
磁
b
式
の
浅
鉢
形
土
器
に
つ
い
て
は
、

H
赤
色
塗
彩
が

み
ら
れ
た
り
、
丁
寧
な
作
り
の
土
器
が
多
い
、
等
の
諸
特
徴
か
ら
考
え

て
、
金
井
が
主
張
す
る
よ
う
に
深
鉢
形
土
怒
と
は
異
な
っ
た
機
能
を
有

し
て
い
た
可
能
性
が
商
い
、
同
各
遺
跡
に
お
け
る
出
土
絶
対
置
が
少
な

く
、
乙
れ
を
対
象
と
し
て
組
成
比
の
比
較
を
行
な
う
と
と
は
困
難
で
あ

る
、
と
い
う
こ
点
の
理
由
に
よ
り
、
今
回
の
分
析
対
象
か
ら
は
除
外
し

た。

(

7

)

一
住
居
祉
の
覆
土
内
か
ら
出
土
し
た
一
括
資
料
に
同
時
性
を
認
め
る

の
は
、
あ
く
ま
で
も
作
業
を
進
め
る
た
め
の
仮
定
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

乙
ζ

で
い
う
一
括
資
料
と
は
、
資
料
を
扱
う
際
に
あ
る
単
位
的
な
ま
と

ま
り
と
し
て
録
者
が
選
ん
だ
基
様
で
あ
り
、
そ
の
中
に
異
な
る
時
期
の

土
器
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

(

8

)

諸
磁
b
式
の
細
分
型
式
名
に
関
し
て
は
、
今
村
啓
爾
の
分
額
ハ
今
村

一
九
八

O
)
に
従
っ
た
。

(

9

)

ク
ラ
ス
タ
l
分
析
と
は
、

「異
質
な
も
の
の
混
ざ
り
あ
っ
て
い
る
対

象
を
、
そ
れ
ら
の
附
の
類
似
度
に
も
と
づ
い
て
似
た
も
の
同
志
を
集
め

て
、
い
く
つ
か
の
集
落
ハ
ク
ラ
ス
タ
l
u
に
分
類
す
る
方
法
」
ハ
問
中
・

脇
本
一
九
八
三
二
二
九
頁
〉
で
あ
る
。
ク
ラ
ス
タ
l
分
析
の
手
法
と

し
て
は
、
群
・
平
均
訟
を
用
い
た
。
こ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ス
タ
ー

に
属
す
る
サ
ン
プ
ル
の
可
能
な
す
べ
て
の
対
の
聞
の
類
似
皮
の
平
均
に

よ
り
両
ク
ラ
ス
タ
l
聞
の
類
似
度
を
定
義
す
る
も
の
で
あ
る
。
計
算
に

あ
た
っ
て
は
、

N
E
C
の
P
C
1
9
8
0
1
F
を
利
用
し
た
。
ま
た
、

縄
文
土
器
の
類
似
度

l

i

l

-

-

-• . . 

--
一
--e

...L.. 
ノ、

ハ
一
四

O
)

位(
1
〉
近
年
、
長
野
県
阿
久
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
諸
磁

a
式
期
の

住
居
並
十
二
軒
と
諸
磯
b
式
期
の
住
居
祉
二
軒
が
検
出
さ
れ
、
中
部
山

岳
地
帯
に
お
け
る
該
当
期
の
土
器
の
在
り
方
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
報
告
書
中
で
も
、
諸
磁

a式
の
古
い
段
階
(
報
告
書
中
の

w
l
a

期
)
に
は
、
こ
の
地
方
独
特
の
、
縄
文
の
み
を
有
す
る
簿
手
の
土
器
が

共
伴
す
る
乙
と
、
関
東
地
方
と
は
異
な
る
種
類
の
文
様
が
多
く
み
ら
れ

る
乙
と
、
等
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
(
百
瀬
一
九
八
ニ

Y
し
か
し
、

諸
磁
a
式
の
新
し
い
段
階
か
ら
緒
磁
b
式
に
お
け
る
地
域
差
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
と
ζ

ろ
、
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

ハ2
)

図
の
出
典
一

1
・
2
|
|持
田
春
士
口
氏
の
御
好
意
に
よ
り
、
川
崎
考

古
学
研
究
所
蔵
の
資
料
を
実
測
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、

3
ー
l
村
岡
他

一
九
七
九
、

4
1
|市
川
他
一
九
八
四
、

5
l
l川
島
他
一
九
八
一
、

6
1
1白
石
一
九
八
一
、

7
・
.9
1
1中
島
他
一
九
八
O
、
8
1
1長

野
県
中
央
道
遺
跡
調
査
団
編
一
九
八
二

(

3

)

厳
密
に
い
え
ば
半
被
お
よ
び
多
畿
竹
韓
国
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
と
ζ

で
は
両
者
の
総
称
と
し
て
半
畿
竹
管
と
い
う
語
を
用
い
る
。

(
4
u

本
群
の
土
器
で
は
、
爪
形
文
聞
の
隆
起
部
分
に
刻
み
目
を
施
す
場
合

が
あ
る
。
乙
れ
を
浮
線
文
の
起
源
と
す
る
見
解
も
あ
る
が
ハ
中
島
一
九

八
O
て
鍍
者
は
、

ζ

れ
は
本
群
の
土
器
に
お
い
て
は
付
加
的
な
文
様

要
素
で
あ
る
と
考
え
、
次
に
一
一
小
す
浮
線
文
土
器
と
は
区
別
し
て
扱
う
。

ハ5
v
ζ

の
よ
う
な
考
え
方
は
、
と
の
時
期
の
土
器
は
特
定
の
土
器
製
作
集

団
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
各
居
住
集
団
毎
に
土
器
製
作
が

行
な
わ
れ
た
ζ

と
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

分
析
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
渡
・
岸
一
九
八
一
所
収
の
も
の
を
用
い
た
・

(
叩
)
判
別
分
析
と
は
、
「
い
く
つ
か
の
変
数

eq---、
内
に
関
し
て
群
ど

と
に
得
ら
れ
て
い
る
過
去
の
デ
ー
タ
ハ
サ
ン
プ
ル
〉
に
も
と
づ
き
、
こ

れ
ら
の
変
置
の
値
か
ら
、
個
体
が
ど
の
群
に
属
す
る
か
を
判
別
ハ
予
測
)

す
る
方
法
」
ハ
岡
中
・
脇
本
一
九
八
三
一

O
一
頁
)
で
あ
る
。
使
用

器
機
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
出
典
は
註
ハ
9
〉
に
同
じ
。

(
U〉
変
数
の
数
量
値
で
は
な
く
、
そ
の
願
位
か
ら
、
相
関
係
数
の
計
算
を

行
な
う
も
の
。
ス
ピ
7
7
ン
の
相
関
係
数
と
呼
ば
れ
、
次
の
式
で
与
え

ら
れ
る
@

1・. 

t

品

目

一

M
h同
N

i
l
l
 

，
三
1
a

丸
い
濁
R
S
M附

置
い
・
中
に
け
可
』
マ
蹄
片

ハロ
y

ζ

の
よ
う
な
土
器
の
性
質
ζ

そ
、
型
式
学
的
な
編
年
研
究
が
、
地
域

差
等
を
あ
る
程
度
ま
で
無
視
し
た
形
で
行
な
わ
れ
得
る
理
由
で
あ
る
。

純
文
土
器
を
扱
っ
た
と
と
の
あ
る
考
古
学
者
で
あ
れ
ば
、
乙
の
点
は
き

わ
め
て
容
易
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ハ日
)

ζ

の
時
期
の
東
京
・
神
奈
川
・
千
葉
地
域
の
土
器
に
関
し
て
は
、
資

料
数
が
少
な
く
詳
細
は
不
明
だ
が
、
埼
玉
・
群
馬
地
域
と
大
略
は
同
一

の
傾
向
を
示
す
よ
う
で
あ
る
。

文
献

・

麻
生
優
一
九
五
八
「
長
野
県
下
水
内
郡
南
大
原
遺
跡
出
土
の
土
器
」

古
学
手
帖
』
五
、
二
頁

藤
森
栄
一
一
九
五

O
「
長
野
県
岡
ハ
全

m丸
山
遺
跡
の
資
料
」

考

『
日
本
考
古

二
七

ハ
一
四
一
〉

も

4・・

‘旦



史

学

第
五
十
五
巻

第
二
・
三
号

学
年
報
』
三
、
五
四
頁

羽
生
淳
子
一
九
八
四
「
純
文
土
器
に
お
け
る
文
綴
・
形
態
の
類
似
と
相
異

'l遺
跡
相
互
聞
の
関
係
の
分
析
と
復
元
に
む
け
て
l
|」
『
信
告
=
一

六
l
一
O
、
四
九

I
六
一
頁

市
川
修
他
一
九
八
二
『
上
南
原
』
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
間
報
告
・

山
首
第
叩
集

同
一
九
八
四
『
塚
昆
・
北
塚
屋
』
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
間
報
告

設
第
叫
ω
集

今
村
啓
爾
一
九
七
七

a
「
称
名
寺
式
土
器
の
研
究
」
『
考
古
学
雄
総
』
ム
ハ

一
一
一
|
一
、
一

I
ニ
九
頁
、
同
六
三
1
二
、
二
ニ

1
六
O
頁

同
一
九
七
七
b
「
伊
豆
七
島
に
お
け
る
純
文
前
期
の
二
遺
跡
の
調
査
」
第

引
回
岡
本
人
類
学
会
・
日
本
民
族
学
会
迎
合
大
会
レ
ジ
ュ
メ
五
六
頁

Q
人
類
学
雑
誌
』
八
六
l
ニ
ハ
一
九
七
八
年
〉
一
二
七
頁
に
転
餓
)

同
一
九
七
九
「
緒
磯
式
土
器
の
施
文
工
程
の
変
遷
」
『
日
本
人
類
学
会
・

日
本
民
族
学
会
第
沼
田
巡
合
大
会
研
究
発
表
抄
録
三
六
頁
ハ
『
人
類
学

雑
誌
』
八
八
l
ニ
ハ
一
九
八

O
年
)
一
四
三

t
一
凶
凶
頁
に
転
載
〉

同
一
九
八
O
「
緒
磯
b
式
・

c
式
土
器
の
変
遷
と
細
分
」
『
伊
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